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【表紙の写真】子育て支援ボランティアなかよしひろば（佐藤周子代表）の餅つき会が、赤石公民
館で開かれました。冬休み中の小学生児童を含む80人の親子が参加し、冬の歌を歌ったりお餅を題
材にした読み聞かせを聞いたりした後、実際に餅つきを体験。子どもたちは、その小さな体で児童用
の杵を持ち上げ、少しよろけながらも、スタッフの掛け声に合わせて一生懸命に餅をつきました。
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大人の自覚を
持って、日々
躍進したいです。

i n t e r v i e w

写真向かって左から

大道  未央さん 幸せになる！
五日市彩乃さん 仕事で稼げるように頑張る！
福田  知慧さん 貯金を頑張る！
小石  雅さん 4月から仕事を頑張る！　
大久保優衣さん 学生なので、勉強を頑張る！

だいどう　　み　お

いつ か いち あや の

ふく だ　　 ち さと

 こ いし　 みやび

おお く ぼ　ゆ い

　
町
の
成
人
式
は
１
月
11
日
、
サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
行
わ
れ
、

今
年
成
人
を
迎
え
た
３
９
４
人
（
男
性
１
９
６
人
、
女
性
１
９
８

人
）
の
う
ち
３
１
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
会

場
に
は
、
送
迎
の
車
が
列
を
な
し
、
背
筋
の
伸
び
た
ス
ー
ツ
姿
の

男
性
た
ち
、
き
ら
び
や
か
な
振
り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
女
性

た
ち
が
続
々
と
到
着
し
、
会
場
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
友
人
た
ち

と
の
再
会
に
喜
ぶ
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
の
中
で
熊
谷
町
長
は
「
20
代
は
体
力
が
み
な
ぎ
る
輝
か

し
い
世
代
。
40
代
ま
で
の
20
年
は
、
人
生
80
年
の
時
代
に
お
い

て
大
事
な
時
間
。
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
息
づ
か
い
に
触
れ
、
風
の
音
や
匂
い
な
ど
本
物
に
触
れ
て

ほ
し
い
。
自
分
に
投
資
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

く
だ
さ
い
」
と
成
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
成
人
代
表
の
森
田
真
理
華
さ
ん
（
長
岡
地
区
）
は
誓
詞

で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
に
向
け
た
歩
み
の
中
で
「
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
に
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
行
動
を
起

こ
し
、
新
た
な
も
の
を
創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
達
の
持
つ
力
を
発
揮
し
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
岩
手
や

日
本
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
成
人
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
紫
波
第
一
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
54
人
が
『
銀
河

鉄
道
９
９
９
』
な
ど
を
演
奏
し
、
華
や
か
な
演
奏
と
複
雑
に
織

り
な
す
隊
列
行
進
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
で
、
先
輩
た
ち
に
お
祝

い
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

日
本
の
た
め
、地
域
の
た
め
の

頑
張
り
を
誓
う
３
９
４
人
が
成
人

日
本
の
た
め
、地
域
の
た
め
の

頑
張
り
を
誓
う
３
９
４
人
が
成
人

日
本
の
た
め
、地
域
の
た
め
の

頑
張
り
を
誓
う
３
９
４
人
が
成
人

彦部地区佐比内地区

日詰地区

上平沢地区

古館地区

はしもと　 こうすけ

就職活動に向けて、
準備を進めて
いきたいです。

橋本  康祐さん
かしわばら　あや か

すてきな大人の女性に
なれるように頑張りたいです。

柏原  紋花さん
こんどう　 ゆい

友人たちとの再会に
懐かしさと、
親への感謝の気持ち
でいっぱいです。

近藤  結さん
たかのはし　 のぞ み

春から社会人になり
ます。荒波にもまれ
ても頑張っていきた
いです。

鷹觜  希美さん
ふじ ね　　とし き

大学で自転車競技を
やっているので、
インカレ、国体を目指して
頑張りたいです。

藤根  俊貴さん

祝
成人

さわふじ　 ゆう と

沢藤  優斗さん
やまかげ　 ゆう た

4月から社会人。
今までの経験を
生かして社会に
貢献したいです。

山影  裕太さん

新成人代表の森田真理華さん新成人代表の森田真理華さん新成人代表の森田真理華さん
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南
部
杜
氏
協
会
の
母
体
と
な
っ
た「
南
部
醸

造
法
研
究
組
合
」が
発
足
し
た
の
は
、明
治
44

年
の
こ
と
。醸
造
店
主
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
生

ま
れ
た
組
織
で
、杜
氏
講
習
会
な
ど
を
通
じ
た

酒
造
研
究
を
主
要
な
活
動
と
し
て
い
ま
し
た
。

大
正
３
年
、杜
氏
を
は
じ
め
と
し
た
蔵
人
従
業

員
の
自
主
的
な
研
さ
ん
の
場
と
し
て「
南
部
杜

氏
組
合
」が
発
足
。昭
和
23
年
に「
南
部
杜
氏
協

会
」へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
昭
和
36
年
に
は
、南
部
杜
氏
協
会
の
会
員
数

が
約
３
５
０
０
人
と
な
り
、こ
の
う
ち
紫
波
町

出
身
者
が
１
３
６
５
人
で
最
多
数
を
数
え
ま
し

た
。そ
の
後
、ア
ル
コ
ー
ル
嗜
好
の
多
様
化
か
ら

日
本
酒
の
需
要
は
減
少
し
て
い
き
ま
す
が
、南

部
杜
氏
の
伝
統
の
技
は
、今
日
ま
で
変
わ
る
こ

と
な
く
守
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
部
杜
氏
協
会
の
大
き
な
特
長
は
、
発
足

当
初
か
ら
技
術
の
研
さ
ん
の
た
め
の
講
習
会

（
夏
季
の
酒
造
講
習
会
）
と
技
術
評
価
の
た
め

の
鑑
評
会
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
す
。
講
習
会

に
は
毎
年
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
杜
氏
や
杜

氏
を
目
指
し
て
い
る
蔵
人
が
集
ま
り
、
酒
造
技

術
の
知
識
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２

年
か
ら
は
、
主
に
県
内
の
酒
造
り
に
関
わ
る
人

た
ち
を
対
象
に
「
酒
造
大
学
」
を
開
講
し
て
お

り
、
杜
氏
後
継
者
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
酒
造
り
の
技
術
だ
け
で

な
く
、
酒
屋
唄
を
唄
っ
た
り
、
杉
玉
を
作
っ
た

り
と
酒
蔵
で
の
伝
統
的
な
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
人
気
の
講
座
で
す
。

　

平
成
26
年
５
月
31
日
現
在
、南
部
杜
氏
協

会
に
所
属
す
る
杜
氏
は
、全
国
30
都
道
府
県
で

１
９
２
人
。北
は
北
海
道
か
ら
、南
は
山
口
県

ま
で
、全
国
各
地
で
南
部
流
の
酒
造
り
を
守
り

続
け
て
い
ま
す
。

１
０
０
周
年
を
迎
え
た

南
部
杜
氏
協
会

　

日
本
三
大
杜
氏
の
１
つ
と
し

て
全
国
に
名
を
は
せ
る
「
南
部

杜
氏
」。
そ
の
源
流
が
、
紫
波

町
に
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
７
月

に
は
、
南
部
杜
氏
協
会
の
前
身

で
あ
る
南
部
杜
氏
組
合
が
創
立

し
て
か
ら
１
０
０
周
年
を
迎
え

て
お
り
、
今
冬
も
紫
波
町
か
ら

１
０
０
人
以
上
が
県
内
外
の
造

り
酒
屋
へ
赴
い
て
い
ま
す
。

　

南
部
杜
氏
の
歴
史
を
、そ
の

起
源
か
ら
現
在
ま
で
た
ど
っ
て

み
る
と
、１
つ
の
大
き
な
課
題
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。そ
れ

は
、伝
統
の
技
を
継
承
す
る
人

材
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。現
在
の
蔵
人
た

ち
は
な
ぜ
酒
造
り
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
、ど
の
よ
う
な

人
が
酒
造
り
に
ふ
さ
わ
し
い
働

き
手
な
の
か
、紫
波
町
出
身
の

杜
氏
が
働
い
て
い
る
２
つ
の
蔵
元

を
訪
ね
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

南
部
杜
氏
と
は

　

江
戸
時
代
に
南
部
藩
の
領
内
か
ら
出
身
し
た

杜
氏
を
「
南
部
杜
氏
」
と
呼
び
、
南
部
杜
氏
が
伝

え
た
酒
造
り
の
技
術
を
南
部
流
と
い
い
ま
す
。
酒

造
り
の
プ
ロ
集
団
を
率
い
る
の
が
杜
氏
で
、
酒
造

り
の
あ
ら
ゆ
る
作
業
工
程
を
知
り
つ
く
し
た
プ
ロ

中
の
プ
ロ
で
す
。

　
優
れ
た
技
術
と
温
か
い
人
情
、
そ
し
て
誠
実
な

人
柄
で
、
全
国
に
知
ら
れ
る
南
部
杜
氏
の
発
祥
の

地
が
、
こ
の
紫
波
町
な
の
で
す
。

紫
波
町
で
の
歴
史

　
な
ぜ
、
紫
波
町
が
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る

の
か
。『
紫
波
町
史
』
を
中
心
と
し
た
参
考
文
献

を
も
と
に
、
そ
の
歴
史
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

厳冬期に仕込みに入る杜氏が、醸造の安
全を祈って神社に参拝したのが、裸参り
の始まりだといわれています。
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造
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寛
文
５
年（
１
６
５
５
）

八
戸
藩
が
分
立
、
志
和
が
八
戸
領
と
な
る

延
宝
６
年（
１
６
７
８
）

近
江
商
人
村
井
権
兵
衛
が
志
和
で
酒
造
を
始
め
、

大
阪
よ
り
池
田
流
杜
氏
を
招
く

宝
永
４
年（
１
７
０
７
）

盛
岡
に
松
尾
神
を
勧
請
、
領
内
の
酒
造
神
と
す
る

文
化
２
年（
１
８
０
５
）

こ
の
こ
ろ
か
ら
、
酒
造
業
者
の
出
稼
ぎ
が
始
ま

る
。
多
く
は
伊
達
藩
仙
台
領
へ
の
出
稼
ぎ

明
治
36
年（
１
9
０
３
）　
「
岩
手
県
酒
造
組
合
」結
成

明
治
44
年（
１
9
１
１
）

第
１
回
清
酒
品
評
会
開
催
、
南
部
醸
造
研
究
組

合
結
成
。
第
１
回
酒
造
講
習
会
開
催

大
正
３
年（
１
9
１
４
）　
「
南
部
杜
氏
組
合
」創
立

昭
和
７
年（
１
9
３
２
）

こ
の
こ
ろ
か
ら
樺
太
に
行
く
杜
氏
が
増
加

昭
和
12
年（
１
9
３
７
）

南
部
杜
氏
組
合
員
が
２
５
０
０
人
を
超
え
る

昭
和
19
年（
１
9
４
４
）

組
合
員
の
応
召
に
よ
り
、
約
７
０
０
人
ま
で
減
少

昭
和
23
年（
１
9
４
８
）

「
南
部
杜
氏
協
会
」発
足
（
会
員
9
０
０
人
）

昭
和
36
年（
１
9
６
１
）

南
部
杜
氏
協
会
会
員
数
約
３
５
０
０
人
。
こ
の

う
ち
紫
波
町
出
身
者
が
１
３
６
５
人
で
最
多
数

昭
和
57
年（
１
9
８
２
）

石
鳥
谷
町
（
現
花
巻
市
石
鳥
谷
町
）
歴
史
民
俗

資
料
館
所
蔵
の
南
部
杜
氏
の
酒
造
用
具
が
、
国

の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

平
成
2
年（
１
９
９
0
）

石
鳥
谷
町
（
現
花
巻
市
石
鳥
谷
町
）
と
南
部
杜

氏
協
会
の
協
力
に
よ
り
「
酒
造
大
学
」
が
開
講
、

以
後
毎
年
開
催

平
成
４
年（
１
９
９
２
）　

清
酒
の
級
別
制
度
が
全
廃

平
成
16
年（
２
０
０
４
）

杜
氏
資
格
選
考
試
験
に
初
め
て
女
性
が
合
格
。

（
紫
波
町「
廣
田
酒
造
店
」杜
氏
の
小
野
裕
美
さ
ん
）

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

「
南
部
杜
氏
協
会
」の
前
身「
南
部
杜
氏
組
合
」が

発
足
し
て
か
ら
１
０
０
周
年
。紫
波
町
南
部
杜
氏

お
よ
び
酒
造
出
稼
者
総
数
１
０
５
人
。そ
の
内
、杜

氏
39
人（
顧
問
、副
杜
氏
を
含
む
）

南
部
杜
氏・歴
史
年
表

▼
南
部
杜
氏
の
源
流
は
志
和
村

　
今
か
ら
３
３
０
年
ほ
ど
前
の
延
宝
６
年（
１
６
７

８
年
）、志
和
村
の
近
江
商
人
村
井
権
兵
衛
が
大

阪
か
ら
杜
氏
を
招
い
て
酒
造
り
を
始
め
た
こ
と
か

ら
、
南
部
杜
氏
の
歴
史
が
動
き
出
し
ま
す
。
江
戸

時
代
初
期
に
は
、
町
内
で
も
す
で
に
酒
造
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
ど
ぶ
ろ
く
（
も

ろ
み
の
ま
ま
ろ
過
し
な
い
酒
）
だ
け
だ
っ
た
酒
造

り
に
、
大
阪
池
田
流
の
「
す
み
酒
」
の
醸
造
技
術

を
持
ち
込
ん
だ
の
が
村
井
権
兵
衛
で
し
た
。

　
村
井
権
兵
衛
は
延
宝
５
年
（
１
６
７
７
年
）、
八

戸
藩
庁
に
対
し
て
造
酒
屋
と
質
屋
の
営
業
を
願
い

出
、
12
月
に
許
可
を
受
け
ま
す
。
同
時
に
表
口
30

間
・
裏
口
25
間
（
※
1
）
の
屋
敷
地
も
下
付
さ
れ

ま
し
た
。
翌
、延
宝
６
年
２
月
に
は
建
築
に
着
手
し
、

夏
中
に
完
成
。
９
月
に
は
新
酒
も
売
り
始
め
「
志

和
近
江
屋
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
降
、
大
正
13

年
（
１
９
２
４
年
）
に
廃
業
す
る
ま
で
、
“権
兵
衛

酒
屋
”
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。　

現
在
、か
つて
の

権
兵
衛
酒
屋
の

地
所
近
く
に
あ
る

岩
手
中
央
農
協

旧
上
平
沢
出
張

所
跡
地
に
は
、南

部
杜
氏
発
祥
の

地
の
石
碑
が
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
引
酒
屋
の
杜
氏
が
伝
え
た
技
術

　
　

江
戸
時
代
、
造
酒
営
業
権
と
し
て
の
造
酒

株
を
所
有
す
る
造
り
酒
屋
は
、
造
酒
株
を
持

た
な
い
も
の
に
対
し
て
醸
造
を
委
託
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
下
請
酒
屋
が

「
引ひ

き
ざ
か
や

酒
屋
」
で
す
。

　
志
和
近
江
屋
に
お
い
て
も
、
酒
造
石
高
（
※

２
）
の
３
～
４
割
が
委
託
醸
造
さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
傘
下
に
は
十
数
件
も
の
引

酒
屋
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
の
引
酒
屋
に
は
、
近
江
屋
と
同
等
レ
ベ
ル
の

品
質
の
酒
を
造
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、

杜
氏
技
術
も
同
じ
く
ら
い
に
高
度
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
引
酒
屋

に
は
、
近
江
屋
専
属
の
杜
氏
が
巡
回
し
て
技
術

指
導
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
高
度
な
酒
造
技
術
を

引
き
継
い
だ
引
酒
屋
の
杜
氏
が
、後
の
出
稼
ぎ

集
団
と
し
て
の
南
部
杜
氏
の
成
立
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。

▼
千せ

ん
ば
こ

歯
扱
き
の
導
入
が
出
稼
ぎ
を
促
す

　
元
禄
期
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
年
）
に
発

明
さ
れ
た
日
本
古
式
の
脱
穀
用
具
「
千
歯
扱

き
」
の
導
入
に
よ
り
、
脱
穀
作
業
は
飛
躍
的
に

能
率
化
さ
れ
、
冬
季
の
出
稼
ぎ
が
可
能
な
条

件
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
季
の
収
入
源
を

失
っ
た
農
民
た
ち
は
、
い
や
応
な
し
に
出
稼
ぎ

の
必
要
に
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
造
り
酒
屋

に
出
稼
ぎ
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
南
部
杜
氏
の
始
ま
り
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

●杜氏（とうじ）…………酒造のすべてを統括する総責任者
●頭（かしら）……………杜氏を助け、蔵

くらびと

人をまとめる責任者
●麹師（こうじし）………麹造りの一切を担当する責任者
●酛師（もとし）…………もろみの発酵のもとになる種（酒母）づくりを担当
●精米係… ……………目指す酒に適した割合まで米を磨き上げる係
●槽頭（せんどう）………搾りの工程を仕切る責任者
●蒸番（じょうばん）……白米を蒸す係
●洗米… ………………精米した米を洗い、浸

し ん し

漬のための水温の管理を行う係
●助手……………………各工程を手助けする経験者
●働………………………見習い、下働き

酒 造 り 集 団 ◉ 豆 知 識

 

南部杜氏発祥の地の石碑

もろみの均一な発酵をうながすため櫂
か い い

入れは何度も行い
ます。まるで我が子を慈しむように何度も丁寧に。

南部杜氏協会創立百周年記念

（※1）間は、尺貫法の長さの単位の一つ。1間＝1.818181818m。　（※2）酒造石高とは、酒株を持った酒造人が生産する酒の量のこと。
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取材協力：（株）矢尾本店 酒づくりの森
〒368-0054 埼玉県秩父市別所字久保ノ入1432
　「酒づくりの森」は、地酒「秩父錦」の醸造工場に酒蔵資料館（写真中
央）、物産館（写真右）を併設した観光酒蔵です。寛政2年（1749年）に
創業して以来、秩父特有の寒冷な気候の中で、荒川水系の良質な水を
使用して地酒「秩父錦」などを醸造しています。

南
部
流
を
究
め
る
最
前
線
に

す
が
す
が
し
い
プ
ロ
魂
あ
り

　
酒
造
り
真
っ
最
中
の
1
月
、
南
部
杜
氏
・

鷹
木
祐
助
さ
ん
率
い
る
埼
玉
県
秩
父
市
の
地

酒
「
秩
父
錦
」
醸
造
工
場
に
伺
い
、
酒
造
り

を
担
う
人
々
の
心
構
え
と
後
進
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

紫
波
ネ
ッ
ト　
　

酒
造
り
人
づ
く
り
の
お

話
し
を
伺
う
前
に
、
生
酒
甕か

め
く
ち
し
ゅ

口
酒
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。
秩
父
鉄
道
の
御
花
畑

駅
を
降
り
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
秩
父
錦

「
甕か

め
く
ち
し
ゅ

口
酒
」
の
看
板
や
張
り
紙
が
目
に
入
っ
て

き
ま
し
た
。「
新
酒
し
ぼ
り
た
て
無
ろ
過
生
原

酒
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

鷹
木
さ
ん　
　

甕
口
酒
は
、
蔵
元
か
ら
「
飲

み
口
の
良
い
人
気
商
品
を
作
り
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
私
が
造
り
上
げ
た
本
醸
造
酒
で

す
。
限
ら
れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
最
高
の
酒
が
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
川
さ
ん　
　

矢
尾
本
店
の
ヒ
ッ
ト
商
品
で

す
。
1
月
10
日
に
発
売
を
開
始
し
て
、
2
月

末
日
ま
で
に
は
約
1
万
8
千
本
が
完
売
し
ま

す
。
人
気
が
あ
り
ま
す
ね
。

紫
波
ネ
ッ
ト　
　

駅
前
の
張
り
紙
の
印
象
が

強
く
残
っ
た
の
で
お
聞
き
し
ま
し
た
。
本
題

に
戻
り
ま
し
ょ
う
。
酒
造
り
と
人
づ
く
り
の

話
に
つ
い
て
お
一
人
ず
つ
伺
い
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
縁
が
あ
っ
て
酒
造
り
に
関
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鷹
觜
さ
ん　
　

志
和
出
身
で
す
。
頭か

し
ら

と
い
う

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
杜
氏
の
補
佐
役

で
す
。
以
前
は
私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
営

 
南
部
杜
氏
を
訪
ね
て
・
蔵
元
訪
問

［（
株
）矢
尾
本
店
］酒
造
り
と
人
づ
く
り（
１
）

検索矢尾本店～酒づくりの森

（前列左から）鷹木祐助さん（杜氏）、鷹觜栄次さん（頭）、（中列左から）佐々木勝也さん（麹師）、立花重一さん（酛師）、（後列
左から）中村富三さん（社員）、宮川昌紀さん（社員）、逸見孝泰さん（社員）、後藤良行さん（社員）

　昭和13年、紫波町生まれ。昭和32年から酒づくりの道を歩
み始め、昭和43年まで宮城県の蔵元で働き、杜氏としては昭
和44年から。平成10年から現在の埼玉県秩父市の矢尾本店で

「秩父錦」の酒造りに励む。 現在、紫波町杜氏連合会会長。

南
部
杜
氏・鷹
木
祐
助
さ
ん

［
水
分
支
部
杜
氏
］
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業
職
で
し
た
。
頭
に
な
っ
て
3
年
目
で
す
。

ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
、「
酒
造
り
を
し
て
み

て
は
」
と
話
が
あ
り
、
50
代
で
酒
造
り
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

酒
造
り
を
し
て
い
て
楽
し
い
と
思
っ
た
の

は
、
働
い
た
あ
と
の
晩
酌
で
す
。
自
分
が
お

い
し
い
と
思
う
ほ
ど
に
、
造
っ
た
酒
を
お
い

し
く
飲
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木
さ
ん　
　

矢
巾
町
出
身
、
42
歳
、
麹

師
で
す
。
今
年
か
ら
こ
ち
ら
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
酒
造
り
を
離
れ
る
時
期
は
庭
師
・

造
園
業
と
し
て
全
国
で
働
い
て
い
ま
す
。
言

わ
ば
二
足
の
わ
ら
じ
で
す
が
、
仕
事
の
配
分

と
し
て
は
、
自
分
の
性
に
合
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

酒
造
り
は
上
下
関
係
が
厳
し
く
、
拘
束
時

間
も
長
い
の
で
す
が
、
自
分
が
作
っ
た
工
程

を
次
に
渡
し
て
い
く
と
い
う
明
確
な
分
担
が

あ
る
の
で
、
や
り
と
げ
た
と
き
に
達
成
感
が

あ
り
ま
す
。
先
輩
の
仕
事
か
ら
学
ぶ
た
め
に

緊
張
感
を
も
っ
て
仕
事
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

鷹
木
さ
ん　
　
全
国
の
杜
氏
の
中
で
も
、な
ぜ
、

南
部
杜
氏
が
残
っ
た
か
を
考
え
て
み
る
と
、
酒

造
り
に
魅
力
が
あ
っ
た
こ
と
、
出
稼
ぎ
が
お
金

に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
ば
し
ば
蔵
元
の
大
き
さ
（
規
模
）
の
話

を
聞
か
れ
ま
す
が
、
酒
が
売
れ
る
に
は
、
地

域
差
が
あ
り
ま
す
。
地
域
差
と
は
、
い
わ
ゆ

る
酒
の
品
格
の
違
い
で
は
な
く
、
そ
の
地
域

が
抱
え
る
市
場
の
広
さ
や
風
土
の
違
い
の
こ

と
で
す
。
杜
氏
は
、
蔵
元
の
あ
る
地
域
の
特

徴
を
考
慮
し
な
が
ら
酒
の
個
性
を
創
造
し
ま

す
。
南
部
杜
氏
は
そ
の
創
造
力
が
優
れ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村
さ
ん　
　

私
は
以
前
、
矢
尾
百
貨
店
で

働
い
て
い
た
の
で
す
が
、
蔵
に
異
動
し
、
酒

造
り
は
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
南
部
杜
氏
さ

ん
の
優
れ
た
酒
造
り
も
魅
力
で
す
が
、
私
に

は
こ
の
蔵
元
の
人
づ
く
り
に
特
徴
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
蔵
元
特
有
の
お
だ
や
か
な

雰
囲
気
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

鷹
木
さ
ん　
　
人
づ
く
り
の
こ
と
で
言
え
ば
、

杜
氏
は
頑
固
で
厳
し
い
指
導
者
で
い
い
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
酒
税
法
上
の

決
ま
り
や
各
酒
の
個
性
を
醸
す
に
は
厳
格
な

規
格
が
あ
る
か
ら
で
す
。
特
に
矢
尾
本
店
の

よ
う
に
比
較
的
規
模
の
大
き
い
近
代
設
備
を

も
っ
た
蔵
元
で
は
、
勘
に
頼
っ
た
仕
事
ば
か

り
で
は
成
立
し
な
い
采
配
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

杜
氏
は
自
分
の
器
量
に
合
っ
た
蔵
元
で
働
い

て
、
経
営
者
と
消
費
者
の
両
方
を
満
足
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
指
導
の
言
葉
が
、

つ
い
つ
い
厳
し
く
な
る
の
は
当
た
り
前
の
こ

と
な
の
で
す
。

立
花
さ
ん　
　

水
分
出
身
で
、
酛
師
を
務
め

て
い
ま
す
。
酒
造
り
は
、
昭
和
62
年
か
ら
始

め
て
28
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
蔵
元
は
今
年

か
ら
で
す
が
、
以
前
に
鷹
木
杜
氏
さ
ん
と
一

緒
に
働
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

酒
造
り
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
教
科
書
通
り

に
い
か
な
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

鷹
木
さ
ん　
　

昔
話
で
す
が
、
若
い
人
を
連

れ
て
酒
造
り
に
出
向
い
た
際
、
出
稼
ぎ
に
出

た
な
ら
、
遊
ん
で
ば
か
り
い
な
い
で
家
業
と

し
て
お
金
を
手
に
し
て
帰
る
よ
う
に
と
よ
く

指
導
し
た
も
の
で
す
。
遊
び
た
い
気
持
ち
も

分
か
ら
な
く
も
な
い
で
す
が
、
早
朝
か
ら
仕

事
が
始
ま
り
ま
す
か
ら
ね
。
朝
仕
事
が
あ
る

の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
繊
細
な
仕
事
で
も
あ
る
の
で
す
。

後
藤
さ
ん　
　

玄
米
管
理
、
精
米
、
洗
米
と

い
う
工
程
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
配

達
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
酒
造

り
の
最
初
の
重
要
な
役
割
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
酒
造
り
の
順
番
を
知
っ

て
造
り
方
が
分
か
れ
ば
経
験
に
な
り
ま
す
。

そ
の
経
験
が
、
酒
造
り
の
お
も
し
ろ
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

逸
見
さ
ん　
　

高
校
の
食
品
化
学
科
を
卒
業

し
て
い
ま
す
。
み
そ
の
製
造
を
経
験
し
た
こ

と
か
ら
、
酒
造
り
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
矢
尾
本
店
に
入
社
し
ま
し
た
。
最
初
か

ら
酒
造
り
に
携
わ
り
た
か
っ
た
の
で
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で
時
間
を
か
け
て
造
っ
た
お
酒
を

お
客
様
に
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
飲
ん
で

も
ら
え
る
こ
と
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。

鷹
木
さ
ん　
　
紫
波
で
は
、
毎
年
蔵
元
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
お
り
、
酒
造
り
に
興
味

の
あ
る
若
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
酒
造
り
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
と
も
協

会
の
事
務
局
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
若
い

う
ち
に
来
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

南部杜氏協会創立百周年記念

丹精込めて造られた酒が並ぶ物産館麹造りの様子。麹師を中心にみんなで作業を進める 仕込み作業により、さかんに発酵している酒母
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取材協力：(株)一ノ蔵 金龍蔵
〒987-2303 宮城県栗原市一迫字川口中町55
　昔ながらの造り酒屋の風情を残し、岩山を背負うようにひっそりと佇む金龍
蔵は、文久2年（1862年）創業の歴史ある酒蔵。平成3年から一ノ蔵の第二蔵と
して操業を開始。主に吟醸酒などの高級酒を寒造りで醸しています。

職
人
気
質
の
真
面
目
さ
が

あ
れ
ば
将
来
有
望

紫
波
ネ
ッ
ト　
　

今
回
は
、
南
部
杜
氏
の
働

く
現
場
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
酒
造
り
の
世
界
に
入
れ
る
の
か
、

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
酒
造
り
に
適
し
て

い
る
の
か
を
、
南
部
杜
氏
の
照
井
丸
實
さ
ん
と

麹
師
の
阿
部
学
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
す
。

阿
部
さ
ん　
　

古
館
出
身
、
34
歳
で
す
。
酒

造
り
は
4
年
目
で
す
が
、（
株
）
一
ノ
蔵
金
龍

蔵
は
1
年
目
で
す
。
酒
造
り
に
ど
の
よ
う
に
し

て
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
わ
れ
る
と
、

話
が
長
く
な
り
ま
す
よ
。

紫
波
ネ
ッ
ト　
　
ぜ
ひ
、そ
こ
を
知
り
た
い
で
す
。

阿
部
さ
ん　
　
ま
だ
20
代
だ
っ
た
10
年
ほ
ど
前

に
石
鳥
谷
の
協
会
を
訪
ね
て
酒
造
り
を
し
た

い
と
申
し
込
み
ま
し
た
。で
も
本
気
に
見
え
な

か
っ
た
の
か
、断
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
は
、酒
造
り
の
道
へ
進
む
意
志
が
あ
り
な

が
ら
も
、そ
の
道
へ
の
登
竜
門
を
探
す
術す

べ

も
無

く
、縁
あ
っ
て
造
園
業
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

紫
波
ネ
ッ
ト　
　
い
つ
酒
造
り
に
出
合
っ
た
の

で
す
か
。
酒
造
り
に
進
み
た
い
と
い
う
意
志
は

持
ち
続
け
て
い
た
の
で
す
か
。

阿
部
さ
ん　
　

実
は
偶
然
で
す
が
、
広
島
で

酒
造
り
を
し
て
い
る
と
い
う
人
と
出
会
い
、
広

島
に
行
っ
て
酒
造
り
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
社
員
が
若
い
蔵
元
で
、
1
年
目
か

ら
工
場
長
の
指
導
の
下
、麹
師
を
務
め
ま
し
た
。

最
初
は
覚
え
る
こ
と
が
多
く
大
変
で
し
た
が
、

2
年
目
に
自
分
で
う
ま
い
と
思
え
る
麹
米
が

で
き
た
ん
で
す
。
達
成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
も
の
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

照
井
さ
ん　
　

そ
の
達
成
感
を
大
事
に
し
た

い
ね
。
そ
の
感
覚
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

阿
部
さ
ん　
　
2
年
目
か
ら
は
、
作
業
の
手
順

や
操
作
に
余
裕
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
い
ろ

ん
な
こ
と
を
見
た
り
感
じ
た
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
苦
心
す
る
ほ
ど
研
究
し
た

い
、
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
や
っ
ぱ
り
基

本
か
ら
や
り
た
い
」
と
思
い
始
め
た
3
年
目
に

照
井
さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

検索一ノ蔵

南部杜氏・照井丸
まる み 

實さん［古館支部杜氏］
　昭和17年、紫波町生まれ。高校卒業後すぐに杜氏だった父のところで酒造り
に従事。36歳の時に杜氏となる。仙台伊澤家 勝山酒造株式会社に45年勤続。
平成16年より(株)一ノ蔵金龍蔵にて杜氏を務めている。

麹師・阿部 学さん［古館支部］
　昭和55年、紫波町生まれ。一度酒造りを志すも断られ、造園会社（矢巾町）
に就職。平成23年、建築業をしている知り合いから誘いを受け、冬期間の出
稼ぎを始める。

阿部学さん（左）と照井丸實さん（右）

 
南
部
杜
氏
を
訪
ね
て
・
蔵
元
訪
問

［（
株
）一ノ
蔵 

金
龍
蔵
］酒
造
り
と
人
づ
く
り（
２
）
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照
井
さ
ん　
　
一
か
ら
基
本
を
学
び
た
い
と
い

う
姿
勢
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
支
部
が
同
じ
な
の

で
真
面
目
な
青
年
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

杜
氏
に
な
り
た
い
と
自
分
で
研
究
を
し
て
い
る

の
が
い
い
と
思
う
。
経
験
10
年
で
杜
氏
資
格

試
験
を
受
け
ら
れ
る
し
、
南
部
杜
氏
協
会
が

開
い
て
い
る
夏
場
の
酒
造
大
学
も
参
加
し
て
み

た
ら
い
い
。

阿
部
さ
ん　
　
最
近
は
麹
箱
の
麹
米
の
音
で
、

出
来
不
出
来
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
出
来
の
い
い
と
き
は
、
心
地
よ
い
音
が
す

る
ん
で
す
。

照
井
さ
ん　
　

出
稼
ぎ
杜
氏
の
仕
事
の
配
分

が
、
私
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
。
1
年
の
生
活
の

中
で
、
11
月
か
ら
4
月
ま
で
は
酒
造
り
、
そ
の

ほ
か
を
農
業
に
あ
て
て
い
ま
す
。
半
年
の
働
き

が
心
に
も
体
に
も
い
い
。蔵
元
の
杜
氏
さ
ん
は
、

1
年
中
忙
し
く
ス
ト
レ
ス
が
多
い
か
ら
気
の
休

ま
る
時
が
無
い
と
思
い
ま
す
。

紫
波
ネ
ッ
ト　
　
酒
造
り
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
か
。
人
づ
く
り
を

ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

阿
部
さ
ん　
　

酒
造
り
の
お
も
し
ろ
さ
は
、

作
業
が
大
変
だ
け
ど
、
良
い
も
の
が
で
き
る
と

楽
し
い
こ
と
。
苦
し
い
の
は
拘
束
時
間
が
長
い

こ
と
か
な
。
私
の
場
合
も
酒
造
り
は
、
11
月
か

ら
4
月
ま
で
で
、
7
月
か
ら
10
月
ま
で
は
、
造

園
業
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

人
づ
く
り
で
は
、
酒
造
り
と
造
園
業
で
若

者
を
引
き
留
め
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い

ま
す
。
若
者
を
育
て
る
に
は
、
教
え
方
も
大
切

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
伝
え
教
え
る
人
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

照
井
さ
ん　
　

私
は
、
36
歳
の
時
に
頭
か
ら

杜
氏
に
な
り
ま
し
た
。
阿
部
君
の
職
人
気
質
で

真
面
目
な
と
こ
ろ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
酒
造

り
に
適
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ス
ト
レ
ス
の
多

い
仕
事
で
す
か
ら
、
お
お
ら
か
な
人
柄
が
合
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん　
　

酒
造
り
は
、
気
に
す
れ
ば
気

に
す
る
ほ
ど
学
ぶ
こ
と
の
多
い
、
自
然
と
共
生

す
る
仕
事
で
す
。
造
園
業
に
も
通
じ
る
こ
と
な

の
で
、
私
は
酒
造
り
も
造
園
も
同
じ
よ
う
に
お

も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
酒
造
り
に
挑
戦
す
る
若
い
人
に

は
、
ぜ
ひ
３
年
は
や
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

お
も
し
ろ
み
が
分
か
る
と
、
と
こ
と
ん
挑
戦
し

て
み
た
く
な
り
ま
す
。

照
井
さ
ん　
　

人
づ
く
り
と
し
て
は
、
酒
造

り
を
や
り
た
い
若
者
を
探
す
場
や
、
そ
の
よ
う

な
若
者
と
出
会
う
場
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
、
見
学
者
は
い
つ
で
も
受
け
入
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
で
酒

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
酒
を
飲
む
人
を
増

や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
い
こ
の
蔵
の
フ
ァ
ン
が「
金
龍
蔵
の
会
」を

作
っ
て
い
て
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
会
員
が

い
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。こ
れ
か

ら
の
担
い
手
で
あ
る
若
者
が
酒
造
り
に
携
わ
っ

て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、次
世
代
に
南
部
杜
氏

の
誇
り
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

阿
部
さ
ん　
　
自
分
は
、「
南
部
杜
氏
」
と
い

う
言
葉
の
響
き
が
好
き
で
す
。
南
部
杜
氏
の

名
を
守
る
つ
も
り
で
研
さ
ん
を
続
け
ま
す
。

　
酒
造
り
を
や
っ
て
み
た
い
人
は
、
ま
ず
一
度

門
を
た
た
い
て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
私
も
、で
き
る
限
り
相
談
に
乗
り
ま
す
よ
。

南部杜氏協会創立百周年記念

昔ながらの木樽で醸造されている酒。まるで生き物のようにふつふつと泡がわき出してくる

栗原の米と水で造られた
「金龍」。蔵人たちの努力の
一滴がここに詰まっている
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南部杜氏協会創立百周年記念

全
国
に
名
を
は
せ

活
躍
す
る
南
部
流
の
酒
造
り

　
南
部
杜
氏
の
働
く
蔵
元
を
調
べ
て
分
か
る
こ
と
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
、
南
は
山
口
県

ま
で
、
み
ご
と
に
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
紫
波
町
出
身
の
杜
氏
の
働
く
蔵
元

だ
け
を
見
て
も
、
青
森
県
か
ら
岡
山
県
ま
で
の
広
が
り
が
あ
り
ま
す
。
町
出
身
杜
氏
の
活

躍
の
舞
台
を
、
地
図
に
表
し
て
み
ま
し
た
。（
平
成
26
年
5
月
31
日
現
在
）

南部杜氏協会紫波町内支部の構成	 　
階級支部名 顧問・杜氏・副杜氏 頭 麹師・酛師・醪係 蒸番・槽頭・精米 助手・ほか 合計

● 水 分 支 部 5 1 4 ー ー 10人
● 古 館 支 部 1 ー 3 2 1 7人
● 赤 沢 支 部 3 ー 4 4 2 13人
● 佐 比 内 支 部 3 2 4 4 1 14人
● 彦 部 支 部 3 1 4 1 2 11人
● 赤 石 支 部 7 2 3 ー 1 13人
● 志 和 支 部 18 5 7 5 3 38人

紫波町の
杜氏・全国蔵元
マップ

青森県
(株)西田酒造店

岩手県
赤武酒造（株）／髙橋酒
造店／泉金酒造(株)／
(株)あさ開／岩手銘醸
(株)／菊の司酒造(株)／
(株)福来／岩手県工業
技術センター

宮城県
(株)一ノ蔵金龍蔵／
蔵王酒造(株)

山形県
山形県工業技術センター

福島県
（名）四家酒造店／
國権酒造(株)／（資）
吉の川酒造店

栃木県
(株)渡辺佐平商店

茨城県
野村醸造(株)／（資）廣瀬
商店／根本酒造(株)／岡部

（名）／青木酒造(株)

埼玉県
(株)矢尾本店／横田酒造(株)

千葉県  吉崎酒造(株)

東京都  野崎酒造(株)

群馬県
近藤酒造(株)／

牧野酒造(株)

長野県
西尾酒造(株)／

EH酒造(株)

岐阜県
平和錦酒造(株)

三重県
安達本家酒造(株)
／(株)大田酒造／
石川酒造(株)

福井県
田辺酒造(有)／(株)
一本義久保本店

滋賀県
藤本酒造(株)

大阪府
西條（資）岡山県

熊屋酒造(株)

酒造りの
流れ

●精米
玄米の外側を削って白米にする。
このとき削って残した白い部分

（心白）の割合（精米歩合）によっ
て、造られる酒の種類や名称が異
なる。
⬇
●洗米
精米を終えた米を専用の機械を
使って洗い、ぬかやゴミを取り除く。
⬇
●蒸米（ふかし）
白米を水につけて吸水させた後、
水切りをして、蒸す。蒸すことに
よって、白米のでんぷん質を糖に
変化しやすくする。

⬇
●放冷
蒸した白米を放冷機に移し、かた
まりをほぐしながら適度な温度に
なるまで冷ます。
⬇
●麹造り
適温になった蒸米に麹菌（種麹）を
ふりかけ、麹の繁殖に適した麹室
に入れて、温度と湿度を管理する。
近代設備を備えた蔵元では、この
工程の自動化が図られている。
⬇
●酒

し ゅ ぼ づ く
母造り

麹によって糖に変わった蒸米をア
ルコールに変えるために、酵母、

水を混ぜて、酒母（酛）を造る。
⬇
●仕込み
酒母（酛）に、麹、蒸米、水などを加
えてアルコールの育成を待つ。酒
の「もろみ」を造る工程。
⬇
●発酵

「もろみ」の均一な発酵をうながす
ために、何度も櫂

か い い

入れを行う。
⬇
●搾り（上

じょうそう
槽）

発酵を終えた「もろみ」を搾り、清
酒と酒かすに分離。
⬇
●ろ過・熟成

搾り終えた清酒
は、ろ過を行い、雑
菌を取り除き、発酵を止
めるために低温熱処理（火入れ）
を行い、アルコールの調整のため
に水を加え、熟成を待つ。
⬇
●瓶詰め・出荷
適度に熟成した清酒から順次瓶
詰めを行い出荷。

　酒造りに必要な主な原料は、米、麹
こうじ

、酵
こ う ぼ

母、水。米のでんぷんを麹菌が糖に変え、
その糖を酵母がアルコールに分解し酒が生まれます。

〈参考文献：『紫波町史第1巻』『南部杜氏のあゆみ-南部杜氏協会創立百周年記念誌』『一般社団法人南部杜氏協会会員名簿 平成26年5月31日現在』〉
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町
に
は
最
近
、
「
ご

み
の
出
し
方
の
マ
ナ
ー

が
悪
い
人
が
い
て
困
っ

て
い
る
」
と
い
う
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ご
み
は
、
毎
日

の
生
活
か
ら
必
ず
出
る

も
の
で
、
汚
い
も
の

や
臭
い
の
す
る
も
の
な
ど
も
あ
り
ま

す
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い

一
部
の
心
無
い
人
の
た
め
に
、
み
ん

な
が
不
快
な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
は
、
み
ん
な
が
使
う

場
所
で
す
。
利
用
す
る
皆
さ
ん
が
、

清
潔
で
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ

う
、
ご
み
は
、
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
正
し
く
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
を
出
す
日
時
を
確
認

し
て
出
し
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
ご
み
は
、
地
域
に
よ
っ
て

種
類
ご
と
に
収
集
日
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を

よ
く
確
認
し
て
、
決
め
ら
れ
た
日
の

午
前
８
時
ま
で
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
決
め
ら
れ
た
ご
み
集
積
所
に
出
し

て
い
ま
す
か
？

　
ご
み
集
積
所
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

で
維
持
・
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

他
地
域
か
ら
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
、
そ
の
地
域
の
ご
み
集
積
所
を

利
用
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
大
変

迷
惑
で
す
。
ご
み
は
、
必
ず
自
分

の
地
区
の
ご
み
集
積
所
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

○
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
の
ル
ー
ル

を
守
っ
て
い
ま
す
か
？

　
ご
み
に
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直

接
搬
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

ご
み
（
例
：
ベ
ッ
ド
や
オ
ル
ガ
ン
な

ど
）
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ

で
き
な
い
ご
み
（
例
：
タ
イ
ヤ
や
テ

レ
ビ
な
ど
）
な
ど
、
ご
み
集
積
所
に

出
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
異
物
が
混
じ
っ
た
ご
み
や

分
別
が
で
き
て
い
な
い
も
の
な
ど
、

出
し
方
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て
い
な

い
も
の
は
収
集
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や

ご
み
分
別
辞
典
で

分
別
方
法
を
よ
く
確
認
し
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
が
出
し
た
ご
み
で
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い

な
い
ご
み
は

収
集
さ
れ
ま

せ
ん
。
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
な
い
と
、

ご
み
集
積
所
が
散
ら

か
っ
た
り
汚
れ
た
り
し
て
悪
臭
な
ど

を
放
ち
、
周
辺
の
環
境
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
収
集
が
終
わ
っ
て
か
ら
ご
み
を
出

し
た
り
、
間
違
っ
た
ご
み
の
出
し
方

を
し
た
り
す
る
と
、
ご
近
所
の
人
や

掃
除
当
番
の
人
な
ど
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
大
変
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　
ご
み
集
積
所
は
、
ご
み
捨
て
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
を
回
収
す
る
た
め
の
「
一
時

保
管
場
所
」
で
す
。

環のくに紫波守っていますか？
ごみの出し方のルールとマナー

チェック！！

■問合せ　環境課 生活環境室　☎672－2111  内線3521 〜 3523

　町内で排出された家庭ごみの量を、３カ月
ごとにまとめてお知らせします。

単位：kg

　 10月 11月 12月

燃 や せる ご み 375,130 335,270 317,280

生 ご み 77,090 72,530 76,080

資 源 ご み 65,770 66,450 72,630

大形・不燃ごみ 41,080 41,560 35,380

そ の 他 5,640 8,150 3,610

計 564,710 523,960 504,980

家庭ごみ月別排出量報告

皆さんの
ご協力をお願い

します。

資源
ごみ

もやせる
ごみ

もえない
ごみ

（※）ごみ分別辞典は、環境課で配布しています。

（※）
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国体
だより

　
町
は
現
在
、
平
成
28
年
の
希
望
郷
い
わ
て
国
民

体
育
大
会
を
ひ
か
え
、
自
転
車
競
技
の
開
催
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
佐
比
内
地

区
の
自
治
公
民
館
な
ど
を
拠
点
に
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
設
備
や
駐
車
場
な
ど
の
不
足
か

ら
競
技
者
や
地
域
住
民
へ
多
く
の
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
体
に
は
全
国
か
ら
た
く

さ
ん
の
選
手
や
観
客
が
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
受

け
入
れ
が
可
能
な
施
設
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
拠
点
施
設
（
仮
称
）
は
、
安
心
で
安
全
な
競
技

開
催
を
行
う
た
め
、
佐
比
内
字
外
ケ
沢
地
内
に
新

た
に
整
備
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
6
月
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

おもっち
（自転車バージョン）

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
拠
点

施
設
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す

■施設の概要　○整備面積：約２万５千㎡　○自転車専用道路や駐
車場（200台以上）、おもてなしスペース、トイレ、倉庫を設置　○フィ
ニッシュ地点の幅員が8ｍ、視距離が200ｍ以上の登り坂　○選手や
観客など交通アクセスが容易　○県大会、東北大会のみならず全国
大会級のレースの誘致が可能

このコーナーでは、
平成28年に開催される

いわて国体に関わる
町の最新情報を
お知らせします！

南側から見たイメージ。大会当日は選手待機所や販売テントなど仮設設備が並ぶ

フィニッシュ地点。花いっぱい運動の花壇や装飾看板などが、
全国からの選手・観客を歓迎する

たくさんの重機が入って造成工事が進行中（12月中旬）

紫
波
町
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
！

　
46
年
ぶ
り
に
岩
手
で
開
催
さ
れ
る「
い
わ

て
国
体
」に
、運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
ま
せ
ん
か
。活
動
期
間
の
う
ち
１

日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。み
ん
な
で
い

わ
て
国
体
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■
活
動
期
間

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

　
平
成
27
年
８
月
21
日（
金
）～
23
日（
日
）

い
わ
て
国
体

　
平
成
28
年
10
月
５
日（
水
）～
９
日（
日
）

■
活
動
内
容　
受
付・案
内
、会
場
サ
ー
ビ

ス
、環
境
美
化
、駐
車
場・交
通
整
理
、記
録

員
、立り

っ
し
ょ
う
い
ん

哨
員（
コ
ー
ス
周
り
で
、選
手
た
ち
の

レ
ー
ス
の
監
視
に
当
た
る
人
）

■
募
集
期
間　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

（
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
平
成
27
年
５
月
15

日
ま
で
）

■
応
募
要
件　
町
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た

は
在
学
し
て
い
る
個
人
、
グ
ル
ー
プ
・
団

体
で
応
募
時
に
中
学
生
以
上
の
人
。
応
募

時
点
で
18
歳
未
満
の
場
合
は
、
保
護
者
の

同
意
が
必
要
で
す
。

募 

集
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○いわて国体リハーサル大会（第50回全国都道府県対抗自転車競技大会）
　トラック競技	 平成27年8月21日（金）～22日（土）紫波自転車競技場
　ロードレース	 平成27年8月23日（日）紫波自転車ロードレースコース
○希望郷いわて国体
　トラック競技	 平成28年10月5日（水）～8日（土）紫波自転車競技場
　ロードレース	 平成28年10月9日（日）紫波自転車ロードレースコース

国体のロードレースコースが決定しました

　
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
平
坦
地
と
登
坂
力
が
試
さ
れ
る
山
間
部
が
複
合
し
た

現
在
の
コ
ー
ス
は
、
理
想
的
な
コ
ー
ス
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
大
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。（
財
）
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
の
基
準
に
基
づ
く
調
査

や
沿
線
住
民
説
明
会
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
周
回
距
離
が
長
い
1
周

13
・
４
㎞
の
コ
ー
ス
が
新
た
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
は
大
会
の
都
度
、

お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
。

正式スタート地点

一時的交通規制区間

完全交通規制区間
自転車周回方向

スタート（パレード）
紫波総合運動公園

一時的交通規制区間
30分程度×2回（予定）

周回コース（約13.4km）
完全交通規制区間

拠点施設
フィニッシュ

※大迫力のレー
スを間近で観戦
できます。どう
ぞ皆さんで応援
にお出かけくだ
さい。

国体と
リハーサル
大会の日程

■
応
募
方
法　
町
教
育
委
員
会
備
え
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
、郵
送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
に
よ
り
、

町
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。（
保
護
者
同
意
が
必
要
な
場
合
は

持
参
ま
た
は
郵
送
に
限
る
）

協
賛
者
を 

募
集
し
て
い
ま
す

　
い
わ
て
国
体
と
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向

け
て
、
企
業
・
個
人
の
協
賛
を
募
集
し
ま

す
。
全
国
各
地
か
ら
町
に
訪
れ
る
選
手
、

監
督
、
役
員
や
一
般
観
戦
者
の
方
々
を
歓

迎
す
る
た
め
に
も
、
必
要
な
広
報
啓
発
や

大
会
運
営
に
必
要
な
物
品
を
提
供
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
協
賛
の
内
容

◯
両
大
会
の
広
報
啓
発
と
歓
迎
装
飾
に
係

る
物
品
（
の
ぼ
り
旗
、
ポ
ー
ル
、
大

会
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
）

◯
大
会
運
営
に
必
要
な
用
具
な
ど
（
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

◯
資
金
に
よ
る
協
賛

■
申
込
・
問
合
せ

希
望
郷
い
わ
て
国
体
紫
波
町
実
行
委

員
会
事
務
局
（
紫
波
町
教
育
委
員
会

内
）
☎
０
１
９
（
６
７
２
）
３
３
６
２
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健
康
で
あ
れ
ば
、
血
液
は
、
毎
日

体
の
中
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
血
液

は
、
酸
素
を
体
中
に
運
ぶ
、
病
原
体

と
闘
う
、
出
血
を
止
め
る
と
い
っ
た
生

命
の
維
持
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
が
、
科
学
が
進
歩
し
た
現

在
で
も
人
工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
病
気
や
け
が
で
血
液

を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
血
液

を
届
け
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
献

血
が
必
要
で
す
。

　

献
血
は
、
少
し
の
時
間
で
他
の
人

の
命
を
救
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

病
気
や
け
が
で
苦
し
ん
で
い
る
誰
か
の

た
め
に
、
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
全
国
で
輸
血
を
必
要
と
し
て

い
る
人
は
1
日
３
０
０
０
人

　

輸
血
と
い
う
と
、
事
故
な
ど
で
け

が
を
負
っ
た
時
に
使
わ
れ
る
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
約
8
割
は
病
気

の
治
療
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
治
療
に
最
も
多
く
使
用
さ
れ

て
お
り
、
が
ん
患
者
の
増
加
に
伴
い
、

輸
血
用
血
液
の
需
要
は
ま
す
ま
す
増

え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
人
の

約
85
％
は
50
歳
以
上
の
人
た
ち
で
す
。

◆
献
血
者
の
状
況

　

現
在
の
献
血
は
、
30
代
以
上
の
人

が
支
え
て
い
る
状
況
で
、
10
代
、
20

代
の
人
の
献
血
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、

年
々
輸
血
を
必
要
と
す
る
側
の
人
の

割
合
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
近
い
将

来
、
深
刻
な
血
液
不
足
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
献
血
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
時
間
は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

　

採
血
前
の
受
付
や
問
診
・
検
査

は
10
～
15
分
程
度
。
採
血
時
間
は

２
０
０
㎖
、
４
０
０
㎖
な
ど
の
全
血

献
血
の
場
合
は
15
分
程
度
、
成
分

献
血
の
場
合
は
採
血
量
に
応
じ
て

40
～
90
分
程
度
で
す
。

Ｑ
．
献
血
を
し
て
病
気
に
な
っ

た
り
、
感
染
す
る
こ
と
は
？

　

心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
献

血
を
す
る
と
き
に
使
わ
れ

る
針
な
ど
は
、
一人
ず
つ
新

し
い
物
に
交
換
し
ま
す
。

Ｑ
．
献
血
を
す
る
と
自
分
の

　
　
体
の
こ
と
が
分
か
る
？

　

希
望
者
に
は
、
7
項
目

（
※
）
の
血
液
検
査
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
の
で
、
健
康
管
理
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
γ
‐Ｇ

Ｔ
Ｐ
、
総
た
ん
ぱ
く
、
ア
ル

ブ
ミ
ン
、
Ａ
/
Ｇ
比
、
総
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
グ
リ
コ
ア
ル

ブ
ミ
ン
（
糖
尿
病
の
検
査
の

ひ
と
つ
）

◆
今
後
の
献
血
日
程

２
月
27
日
（
金
）　

午
前
９
時
～
11
時

　
紫
波
警
察
署

午
後
０
時
30
分
～
１
時
30
分

　
山
王
海
土
地
改
良
区

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

　
紫
波
店

【問合せ】長寿健康課 健康推進室　☎672-4522

あなたの献血で
助かるいのちがあります健康

健やかランド紫波健康と福祉の情報コーナー

◆採血の基準
年齢と体重

採決基準の主なもの

　 200㎖献血 400㎖献血 成分献血

年
齢

男
16歳から

17歳から
18歳から

女 18歳から

体
重

男 45㎏以上
50㎏以上

45㎏以上

女 40㎏以上 40㎏以上

※60 ～ 64歳までの間に献血経験がある人
は、69歳まで献血が可能です。

内服薬との関係
　採血基準の見直しが行われ、次のような薬
を服用していても献血が可能になりました。
・高血圧や高コレステロール血症治療薬、
・アレルギーの薬、サプリメント　など

（最終的には医師が判断します）

東京都「平成24年献血状況調査」より

疾 病 別
輸血状況

悪性新生物
37.4%

循環器系
17.8%

その他
11.9%

血液および
造血器
17.0%

消化器系
8.0%

尿路
性器系
2.5%

筋骨格系
および
結合組織
2.5%

妊娠・分娩
0.7%

損傷、中毒および
その他の外因
3.8%
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長
く
人
生
を
歩
め
ば
、多
く
の
モ
ノ
と
の
出
会
い

が
あ
り
、所
有
し
て
い
る
モ
ノ
も
多
く
な
っ
て
き
ま

す
。し
か
し
、モ
ノ
が
多
い
と
リ
ス
ク
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
「
家
が
広
い
か
ら
少
し
ぐ
ら
い
モ
ノ
が
増
え
て
も

大
丈
夫
」と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

加
齢
と
と
も
に
高
齢
者
住
宅
へ
の
住
み
替
え
や
子

世
帯
と
の
同
居
と
い
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
、住
み

替
え
先
へ
移
せ
る
モ
ノ
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、要
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
き
、要
介
護
度

に
も
よ
り
ま
す
が
、自
分
の
モ
ノ
を
自
分
で
管
理
す

る
こ
と
は
お
ろ
か
、モ
ノ
が
介
護
の
妨
げ
に
な
る
こ

と
も
あ
り
え
ま
す
。自
分
で
は
何
も
で
き
な
い
だ
け

で
な
く
、ど
こ
に
何
が
あ
る
の
か
さ
え
も
分
か
ら
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、残
さ
れ
た
家
族
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。子
ど
も
に
と
っ
て
、親
の
モ
ノ
は
す

べ
て
が
思
い
出
で
す
。特
に
別
居
し
て
い
た
子
ど
も

は
、「
こ
れ
も
お
母
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
た
モ
ノ
か

し
ら
」「
あ
れ
も
お
父
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
モ
ノ
だ
ろ

う
か
」と
悩
み
な
が
ら
も
、親
が
大
切
に
し
て
い
た

モ
ノ
が
何
な
の
か
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、処
分

が
で
き
ず
、手
つ
か
ず
の
ま
ま
廃
屋
と
な
っ
て
い
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
相
続
税
が
か
か
る
た
め
、売
却
す
る
た
め
に

細
か
い
と
こ
ろ
は
見
ず
に
全
て
処
分
を
す
る
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。持
ち
物
の
整
理
は
、

親
族
で
は
見
極
め
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、モ
ノ
を
整
理
す
る
だ
け
で
な
く
、体
に

合
っ
た
無
理
の
な
い
動
線
を
考
え
る
こ
と
も
重
要
で

す
。家
の
中
の
モ
ノ
に
つ
ま
ず
い
て
け
が
を
し
た
り
、

災
害
時
な
ど
で
モ
ノ
が
崩
れ
落
ち
た
た
め
に
け
が

を
し
た
り
、も
し
も
の
時
の
脱
出
経
路
を
ふ
さ
が
れ

て
し
ま
う
な
ど
、安
全
性
を
考
え
た
収
納
も
心
が
け

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
で
き
る
だ
け
自
分
が
元
気
な
う
ち
に
、身
の
回
り

の
整
理
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

町
は
、次
の
日
程
で「
終
活
に
欠
か
せ
な
い
整
理

収
納
」に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、興

味
の
あ
る
人
は
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会

私
の「
快
適
人
生
」 

モ
ノ
と
お
金
の
整
理
か
ら
考
え
る

老
後
の
備
え
の
ス
ス
メ
!!	

参
加
無
料

　

今
、話
題
の「
終
活
」に
つ
い
て
、自
分
の
家
の
整

理
収
納
か
ら
考
え
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
分
の
生
活
に
必
要
な
モ
ノ
を
整
理
し
、こ
れ
か

ら
の
生
活
が
し
や
す
く
な
る
講
演
会
で
す
。

■
日
時　
3
月
13
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

■
開
場　
情
報
交
流
館 

２
階 

大
ス
タ
ジ
オ

■
講
師　
金
田
玲
子
さ
ん（
整
理
収
納
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
定
員　
60
人

■
申
込・問
合
せ　
３
月
10
日（
火
）ま
で

　
福
祉
課 

福
祉
推
進
室

　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１　
内
線
１
５
２
３

福祉と健康
すこやか情報室

S U K O Y A K A  L A N D  S H I W A

1ジャガ芋の皮をむき２～３㎜幅のせん切
りにする。さっとゆでて冷ます。
2ハムとキュウリも５㎜幅のせん切りにし
てさっと熱湯に通して、ざるにあげて冷
ます。
3材料を冷ましている間に、調味料を混
ぜておく。（始めに顆

か り ゅ う

粒コンソメと酢を
混ぜておくと、全部の材料が混ざりや
すい）
412が冷めたら、3の調味料とあえて
出来上がり。

じゃが芋のサラダ
長寿健康課のレシピです

からだよろこぶ
ヘルシーレシピ

●ポイント
　カレー粉や酢を使うことで塩分を
控えめにすることができます。

材料（４人分）

ジャガ芋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中２個
ハム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２枚
キュウリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1/2本
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１
カレー粉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/4
顆粒のコンソメ・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1/2
酢・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１

「終活」に欠かせない
整理収納

15 紫波ネット 2015年2月号



まちの話題

　
１
月
中
、町
内
３
人
の
女
性
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、町
か
ら
敬
老
金
と
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
５
日
に
誕
生
日
を
迎
え
た
鳥

内
サ
ワ
さ
ん
（
高
水
寺
）は
、お

孫
さ
ん
や
玄
孫
さ
ん
全
員
の
お

名
前
も
分
か
る
お
元
気
ぶ
り
。若

い
こ
ろ
か
ら
百
姓
仕
事
を
こ
な

し
、体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、90
歳
ま
で
は

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
お
り
、優
勝
経
験
も
あ
っ
た
そ
う
。長
寿
の

秘
訣
は
「
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
」と
話
し
、現
在
も
毎
日
３
食
を

し
っ
か
り
と
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
30
日
に
は
「
百も

ず寿
の
郷さ

と

」に
入
所
中
の
福
田
喜
代
さ
ん
が
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、施
設
で
お
祝
い
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、虹
の
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
よ
る
「
さ
ん
さ

太
鼓
」も
披
露
さ
れ
、息
子
の
耕
司
さ
ん
は
「
若
い
こ
ろ
は
踊
り
を

踊
っ
て
い
た
の
で
、子
ど
も
さ
ん
た
ち
の
太
鼓
を
聞
い
て
き
っ
と

思
い
出
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
」と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、11
日
に
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
三
縄
美
智
子
さ
ん
（
日

詰
）に
は
、ご
家
族
を
通
じ
て
、お
祝
い
品
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。町

内
の
１
０
０
歳
以
上
者
は
、2
月
5
日
現
在
で
12
人
で
す
。

み
ず
き
団
子
を

作
っ
て
交
流

　

水
分
公
民
館
（
坂
本
好

司
館
長
）
で
１
月
９
日
、

み
ず
き
団
子
交
流
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
水
分
児
童

館
や
こ
ど
も
の
家
、
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
な
ど
地
域

の
方
々
42
人
が
参
加
し
、

ミ
ズ
キ
の
木
に
、
色
と
り

ど
り
の
み
ず
き
団
子
を
飾

り
つ
け
た
り
、
か
る
た
取

り
や
コ
マ
回
し
な
ど
を一緒

に
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
「
い
ろ
い

ろ
な
色
の
団
子
を
丸
め
る

の
が
楽
し
か
っ
た
」「
団
子
を

木
に
さ
し
た
ら
、
花
が
咲

い
た
み
た
い
で
き
れ
い
で
し

た
」
と
う
れ
し
そ
う
な
表

情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
に
教
わ
り
な
が
ら
、

み
ず
き
団
子
を
飾
る
子
ど
も
た
ち

100歳おめでとう！ 鳥内サワさん、三縄美智子さん、福田喜代さん

ご家族と一緒に晴れやかな笑顔を見せる
三縄さん（左から2番目）

“本先案内人”が語った
「本との出合い方」

　
情
報
交
流
館
で
１
月
11
日
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
面
白
い
本
と
出

合
う
方
法
」
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
㈱
苦
楽
堂
代
表
の
石
井
伸
介
さ
ん
、
元
さ
わ
や
書
店
本
店
店
長
を

務
め
、
現
在
は
一
関
図
書
館
の
副
館
長
の
伊
藤
清
彦
さ
ん
、
前
南
相

馬
市
立
中
央
図
書
館
副
館
長
で
富
士
大
学
教
授
の
早
川
光
彦
氏
の
３

人
が
、
ご
自
身
の
経
験
や
読
書
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
１
冊

の
本
を
通
じ
た
新
た
な
本
と
の
出
合
い
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
早
川
さ
ん
は
「
周
り
に
い
る
大
人
が
照
れ
ず
に
、
子
ど
も
や

若
い
人
に
お
す
す
め
の
本
を
伝
え
る
こ
と
が
大
切
。
こ
の
よ
う
な
図

書
館
が
あ
る
紫
波
町
は
５
年
後
、
10
年
後
に
人
材
が
育
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

赤い祝着に身を包んでハレの日を迎えた
福田さん（中央）

町長から「町の最高齢記録を目指してください」と
応援され、満面の笑みを浮かべた鳥内さん（中央）

実際に本を紹介しながら、本との出合いを語った
早川さん（右）と伊藤さん（左）

　
　
　
小
雪
が
ち
ら
つ
い
た
１
月
10
日
、
紫
波
町

空
手
道
協
会
（
足
澤
國
男
会
長
）
の
寒
稽
古
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
５
歳
か
ら
大
人
ま
で
の
約
20
人
が
、

空
手
衣
を
身
に
ま
と
い
「
イ
チ
、
ニ
、
オ
ー
」
と

大
き
な
声
を
出
し
な
が
ら
、
町
内
約
６
キ
ロ
を
走

破
し
ま
し
た
。
上
平
沢
小
学
校
３
年
生
の
長
谷
川

龍り
ゅ
う

空く

く
ん
は
「
寒
か
っ
た
け
ど
、
走
り
き
る
こ
と

が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
し
、
来
年
も
ま
た

や
り
た
い
」
と
達
成
感
あ
ふ
れ
る
表
情
で
語
っ
て

い
ま
し
た
。

気合込め、心身鍛える
空手寒稽古

頬を赤く染め白い息を吐きながら、
一生懸命に走った参加者の皆さん
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H O T  N E W S

子どもたち一人一人の体の動かし方を見ながら、丁寧に指導する竹下さん

　
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
専

用
体
育
館
で
１
月
11
日
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
元
全
日
本
セ
ッ
タ
ー
、
竹
下
佳
江
さ

ん
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
開
か
れ
ま
し

た
。
Ｏア

ウ

ル

ズ

Ｗ
Ｌ
Ｓ
紫
波
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
生
や
同
施
設
で
合
宿
中
の
男
子

高
校
生
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
竹

下
さ
ん
か
ら
直
接
、
ト
ス
や
レ
シ
ー
ブ
な

ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
練
習
後
に
は

質
問
時
間
が
設
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

「
ど
う
し
た
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
上
手
に

な
り
ま
す
か
」「
ど
う
や
っ
た
ら
チ
ー
ム
を

う
ま
く
ま
と
め
ら
れ
ま
す
か
」
な
ど
、
少

し
で
も
竹
下
さ
ん
の
プ
レ
ー
に
近
づ
こ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
竹下さんのサイン色紙を抽選で３人にプレゼントし
ます。希望される人は、郵便はがきまたは電子メー
ルで①お名前②住所③電話番号④広報『紫波ネッ
ト』の感想を添えて、３月６日（金）までにご応募ください。
〒028-3392 紫波町役場 企画課 情報政策室「竹下佳江さん
色紙プレゼント」係　*joho@town.shiwa.iwate.jp
当選者には、後日直接サイン色紙を郵送します。

特別
プレゼント

元全日本最小最強セッター、竹下佳江さんがオガールベースに

　

紫
波
町
交
通
指
導
隊
の
初
点
検
は
１

月
９
日
、
総
合
体
育
館
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
佐
々
木
俊
彦
隊
長
を
は
じ
め
と

す
る
22
人
の
隊
員
が
、
点
検
者
の
熊
谷

町
長
か
ら
、
服
装
や
手
帳
、
警
笛
な
ど

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
佐
々
木
隊
長
は

「
各
地
区
公
民
館
や
学
校
な
ど
の
施
設
、

街
頭
な
ど
で
、
姿
を
見
せ
る
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
基
本
の
交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
図
り
、
死
亡
事
故
や
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
を
目
標
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
今
年
の
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

一
年
の
無
事
故
願
っ
て

交
通
指
導
隊
初
点
検

熊谷町長から手帳の点検を受ける隊員たち

　
中
央
公
民
館
で
１
月
10
日
、
小
中

学
生
書
き
初
め
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
の
小
中
学
生
73
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
当
日
発
表
さ

れ
た
お
題
の
お
手
本
を
見
な
が
ら
、

一
画
ず
つ
丁
寧
に
、
真
剣
な
表
情
で

半
紙
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

日
詰
小
学
校
４
年
生
の
山
崎
彩
夏
さ

ん
と
山
影
紫
音
さ
ん
は
「
う
ま
く
書

け
た
字
も
、
う
ま
く
書
け
な
か
っ
た

字
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
も
っ
と

上
手
に
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
た
い

で
す
」
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

真
新
し
い
気
持
ち
で
書
に
向
か
う

姿
勢
を
正
し
、一
筆
に
集
中
す
る
子
ど
も
た
ち

　
日
詰
公
民
館（
堀
内
憲一

館
長
）は
１
月
24
、25
の
両

日
、初
め
て
の
公
民
館
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

地
区
内
の
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
の
発
表
を
と
お
し
て

地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
か
れ
た
も
の
で
、2

日
間
で
の
べ
約
７
５
０
人

が
来
場
。１
日
目
に
は
、小
中
学
生
の
教

育
振
興
運
動
活
動
発
表
や
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
、２
日
目
に
は
、中
央
保
育

所
児
童
や
地
区
内
各
サ
ー
ク
ル
の
発

表
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。堀
内
館
長
は

「
来
年
以
降
も
継
続
し
、徐
々
に
定
着

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。各
サ
ー
ク
ル

活
動
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、

若
い
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
に
も
し

て
い
け
れ
ば
」と
今
後
の
抱
負
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

日詰地区で初めての
公民館まつり開催

地域の幼児から大人まで、さまざまな
ジャンルの作品が並んだ展示場
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暮らしの情報
　
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
町
内
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
出
演
し
ま
す
。幅
広
い
世
代
、音

楽
ジ
ャ
ン
ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
す
。

出
入
り
自
由
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、紫
波
町
情
報
交
流
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。  
観
覧
無
料

■
日
時　
２
月
21
日（
土
）午
後
１
時
～
７
時

■
会
場　
情
報
交
流
館 

１
階 

市
民
交
流
ス
テ
ー
ジ

■
出
演
者　
遠
山
真
衣
、紫
音
、藤
原
翼
、Ｍ
Ｉ

Ｍ
Ｉ
☆
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ
、Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｅ
、及
川
寛

主
、フ
ロ
ム
ソ
ウ
ル
、Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｌ
、絵
美

夏
、ｆｕｗａ
ｌａ
、松
本
哲
也（
出
演
順・敬
称
略
）

■
問
合
せ  

情
報
交
流
館  

☎（
６
７
２
）２
９
１
８

　
盛
岡
広
域
圏
を
中
心
と
し
た
県
内
の
魅
力
あ
る

お
菓
子
な
ど
が
大
集
合
し
ま
す
。関
西
か
ら
も
超

人
気
店
の
ス
イ
ー
ツ
が
や
っ
て
く
る
ほ
か
、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
に
は
臼
沢
み
さ
き
さ
ん
や
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。

■
日
時	

2
月
21
日（
土
）、22
日（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

■
会
場	

岩
手
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー・ア
ピ
オ

　
（
滝
沢
市
）

■
問
合
せ  

実
行
委
員
会
事
務
局（
盛
岡
広
域
振

興
局 

経
営
企
画
部
内
）  

☎（
６
２
９
）６
６
７
０

　
こ
ど
も
の
本
の
世
界
に
つ
い
て
、一
緒
に
語
り
合

い
ま
せ
ん
か
。聞
く
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
、ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
２
月
28
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場　
紫
波
町
図
書
館 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

■
内
容　
ロ
ー
ズ
マ
リ・サ
ト
ク
リ
フ
の
作
品
を
読

む（「
第
九
軍
団
の
ワ
シ
」「
太
陽
の
戦
士
」ほ
か
）

■
問
合
せ　
お
は
な
し
の
森　
菅
原
和
子

　
☎（
６
７
３
）６
２
９
１

　
乳
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
と
そ
の
予
防

法
、緊
急
時
の
救
命
法
の
講
習
を
行
い
ま
す
。対
象

の
年
齢
で
は
な
い
お
子
さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。  

申
込
不
要

■
日
時・会
場

・
第
１
回　
３
月
３
日（
火
）午
前
10
時
～
11
時　

　
虹
の
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

・
第
２
回　
３
月
４
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分　
紫
波
町
子
育
て
応
援
セ
ン
タ
ー「
し
わ
っ
せ
」

■
対
象　
主
に
0
～
1
歳
児
と
そ
の
保
護
者

■
問
合
せ　
長
寿
健
康
課 

健
康
推
進
室

　
☎（
６
７
２
）４
５
２
２　
有
線（
０
１
）８
９
９
１

　
（一財
）体
育
協
会
か
ら
講
師
を
招
き
、誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
健
康
体
操
を
体
験
し
ま
す
。申
し
込

み
の
上
、動
き
や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
、バ
ス
タ
オ
ル

を
持
参
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。  
参
加
無
料

■
日
時	

３
月
６
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場	

中
央
公
民
館 

和
室

■
定
員　
20
人

■
申
込・問
合
せ
　
３
月
５
日（
木
）ま
で

　
中
央
公
民
館　
☎（
６
７
２
）３
３
７
２

　
有
線（
０
１
）２
９
２
２

　
縄
跳
び
や
ボ
ー
ル
運
動
な
ど
、体
づ
く
り
に
必
要

な
動
作
を
親
子
で
体
験
す
る
教
室
で
す
。申
し
込
み

の
上
、動
き
や
す
い
服
装
で
、内
履
き
、着
替
え
、タ

オ
ル
、飲
み
物
を
持
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
３
月
21
日（
土・祝
）

　

 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
会
場　
総
合
体
育
館

■
対
象・定
員
　
年
長
～
小
学
3
年
生
ま
で
の
親
子
30
組

■
講
師

　
中
島
昭
博
さ
ん（
元
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
日
本
代
表
）

　
八
重
樫
剛
さ
ん（
ボ
ク
シ
ン
グ
広
島
ア
ジ
ア
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）

■
参
加
費　
親
子
１
組　
１
０
０
０
円

■
申
込・問
合
せ　
２
月
20
日（
金
）か
ら
、総
合
体

育
館
窓
口
で
受
付
開
始
。（
一
財
）紫
波
町
体
育

協
会　
☎（
６
７
６
）２
６
５
０

　

町
は「
紫
波
町
障
害
福
祉
プ
ラ
ン（
障
害
者
計

画・第
４
期
障
害
福
祉
計
画
）」を
策
定
す
る
た
め
、

原
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
公
募
し
て
い
ま
す
。計

画
案
は
、福
祉
課
、中
央
公
民
館
、各
地
区
公
民

館
、ゆ
い
っ
と
サ
ロ
ン
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
提
出・問
合
せ　
２
月
25
日（
水
）ま
で
。住
所
、

氏
名
、年
齢
を
記
載
し
、直
接
持
参
す
る
か
郵

送
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
課 

福
祉
推
進
室　
☎（
６
７
２
）２
１
１
１

　
内
線
１
５
２
２　
FAX（
６
７
２
）２
３
１
１

　
*fukushi@

tow
n.shiw

a.iw
ate.jp

　
平
成
27
年
度
の
高
校
、大
学
な
ど
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
貸
付
金
額（
月
額
）　
高
等
学
校
２
万
円（
県
外

３
万
円
）／
高
等
専
門
学
校・専
修
学
校（
専
門

催
　
　
し

オ
ガ
ー
ル
・
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

紫波エリア担当

レイス治療院グループ
盛岡となん整骨院
盛岡市三本柳10地割17-53
TEL.フリーダイヤル
　0120-213-222

マッサージのプロフェッショナルを目指すマッサージ師さん募集！

岩手県知事免許（１）第２４４０号・（公社）全日本不動産協会会員

（株）紫波中央不動産
〒028-3305 紫波町日詰字丸盛222-1（ソフトバンク紫波さん 隣り）

☎019-671-2161 紫波中央不動産 検索

眠っている不動産はありませんか
土地・建物の有効活用
等、ご相談賜ります
不動産の
ことなら

秘密厳守
相談・見積は無料

お試し体験
実施中！！
お試し体験
実施中！！

暖房器具の取り扱いにご注意ください　今年に入り、暖房器具の取り扱い不良による火災が発生しています。今一度、石油
ストーブや暖炉、まきストーブの点検をお願いします。　■問合せ　総務課 消防防災室　☎６７２-２１１１　内線３１３１

い
わ
て
S
―
1
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア

２
０
１
５
開
催

募
　
　
集

紫
波
町
障
害
福
祉
プ
ラ
ン（
案
）へ

の
意
見
公
募  

市
民
参
加

第
38
回
こ
ど
も
の
本「
学
び・羅
針
盤
」

親
子
ハ
ッ
ピ
ー
講
座
第
２
弾

乳
幼
児
の
事
故
予
防
と
救
命
法

健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
ベ
ー
シ
ッ
ク
教
室

平
成
27
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
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3月8日（日）は 
オガールに集合！
午前11時〜午後4時
　町内の市民活動や、各地区と
オガールの魅力を知ることができ

るイベントが開催されます。
まちづくり大交流市
　地域でさまざまな活動をしている人たちを知りなが
ら、地域の中で自分ができることを探してみませんか。
■会場　情報交流館 １階 市民交流ステージ、
■内容　パネル展示「ゆいっとサロンの軌跡」、
　まちづくり基調講演、市民活動相談会 など
■問合せ　企画課 協働支援室 ☎672-2111 内線3242

新しい「いいね！」がきっと見つかる
まち育ての祭典
　町内各地区とオガール地区がにぎわうまちづくりにつ
いて、これまで開催してきたワークショップの成果を発表
します。今まで知らなかった地域の魅力を見つけてみま
せんか。お誘い合わせの上、お気軽にお出かけください。
■会場　情報交流館 ２階 大スタジオ
■内容　パネル展示「オガールへの道のり」、
　まちづくりリレートーク、地域や団体からの出店 など
■問合せ　企画課 公民連携室 ☎672-2111 内線3252

!

紫波町小屋敷字新在家90番地

FAX 019-673-8556
019-673-8555

ラ・フランス温泉館URL  http://www.lafrance.co.jp/
検 索ラ・フランス温泉館

つるりん

ハダカのおつきあいで一家だんらん。
お買い求めは県内酒販店・スーパー・百貨店にて

お土産に
紫波の
ワインを

http://www.shiwa-fruitspark.co.jp/☎019-676-5301

4,000円大　　人
お一人様

皿盛料理7品 入浴付!!120分飲み放題

○季節の料理7品に飲み放題がセットになっ
たお得なプランです。○8名様から承ります。
○ご利用時間は10時～15時、18時～21時の
間となります。

謝恩会
歓送迎会に
オススメ

おまかせおまかせ皿盛プラン

課
程
）３
万
円
／
短
期
大
学・大
学
３
万
円（
県

外
４
万
円
）

■
償
還
方
法　
卒
業
後
、在
学
し
た
学
校
の
修
学

年
限
の
２
倍
相
当
期
間
以
内
に
償
還（
例
：
４

年
生
大
学
の
場
合
８
年
間
）※
無
利
息
、た
だ
し

期
間
超
過
の
場
合
延
滞
金
あ
り

■
申
込・問
合
せ　
３
月
２
日（
月
）～
31
日（
火
）

の
期
間
に
、学
務
課
で
配
布
す
る
申
請
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
え
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。審
査
の
決
定
は
４
月
下
旬

で
す
。　
学
務
課 

☎（
６
７
２
）３
３
６
２

　
有
線（
０
１
）８
９
４
１	

　
町
は
、進
学
に
要
す
る
資
金
を
必
要
と
し
て
い

る
勤
労
者
に
対
し
て
の
貸
し
付
け
を
、随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

次
の
①
～
⑤
の
条
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
人

①
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
②
年
齢
が

20
歳
以
上
③
同
一の
勤
務
先
に
、引
き
続
き
１

年
以
上
勤
務
し
、継
続
的
に
収
入
が
あ
る
こ
と

④
そ
の
世
帯
に
お
い
て
生
計
を
同
一に
す
る
高

等
学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学
校
、短
期
大

学
、大
学
に
進
学
、就
学
す
る
人
が
い
る
こ
と
⑤

町
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

■
利
率　
年
２・２
７
５
％（
今
後
変
動
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

■
貸
付
限
度
額　
２
０
０
万
円
以
内（
１
件
当
た
り
）

■
貸
付
期
間　
10
年
以
内（
据
置
期
間
を
含
む
）

■
受
付
窓
口　
東
北
労
働
金
庫 

盛
岡
支
店

　
☎（
６
２
９
）１
１
１
１

　
防
衛
省
は
、第
１
回
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し

ま
す
。

■
試
験
日　
４
月
10
日（
金
）～
14
日（
火
）の
う
ち

指
定
す
る
１
日

■
受
験
資
格　
〈
一
般
〉18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
〈
技
能
〉18
歳
以
上（
資
格
に
よ
っ
て
53
～
55
歳
未
満
）

■
申
込・問
合
せ　
３
月
24
日（
火
）ま
で　
自
衛

隊
岩
手
地
方
協
力
本
部 

盛
岡
募
集
案
内
所

　
☎（
６
４
１
）５
１
９
１

　
期
間
中
、県・町・消
防
な
ど
が
共
同
で
、防
災
上

の
配
慮
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
建
築
物
を
中

心
に
防
災
査
察
を
行
い
、必
要
に
応
じ
た
指
導
を

し
ま
す
。ま
た
同
期
間
中
、次
の
窓
口
に
防
災
相
談

所
を
設
置
し
ま
す
の
で
、建
築
物
の
防
災
に
関
し

て
お
悩
み
の
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
窓
口・問
合
せ

　
岩
手
県 

県
土
整
備
部 

建
築
住
宅
課

　
☎（
6
２
９
）５
９
３
７　
FAX（
６
５
１
）４
１
６
０

　
盛
岡
広
域
振
興
局 

土
木
部

　
☎（
6
２
９
）６
６
５
０　
FAX（
６
５
２
）６
９
２
４

「
紫
波
町
勤
労
者
教
育
資
金
」

随
時
受
け
付
け
中

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す夜のとしょかん 第４夜

　日中に図書館を利用できない方々に
も図書館を身近に感じてもらえるよう
に、参加型トークイベントを開催します。
■日時　2月26日（木）　午後７時30分～８時30分
■会場　紫波町図書館 一般フロア
■内容・講師　「現代の名工が語る日本酒のはなし」　
　藤尾正彦 氏（現代の名工、(株)あさ開・杜氏）
■定員　50人程度

手づくり絵本展
　「第68回読書週間」に合わせ、県内から集まった手づ
くり創作絵本を展示します。
■日時　2月19日（木）～22日（日）
■会場　紫波町図書館 児童フロア

３
／
１（
日
）～
７（
土
）は

建
築
物
防
災
週
間
で
す

お
知
ら
せ

豊かな公が
息づくまち

参加無料

図書館
からの
お知らせ

■問合せ　紫波町図書館　☎671-3746
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中古

岩手県紫波郡紫波町桜町字上野沢278 
☎676-7676 FAX676-4404

中央葬祭センター「シンセラホール紫波」
紫
波
中
央
駅

紫
波
町
役
場

国

道

４

号

線
はらぺこ

エムズビデオ 紫波橋→

サンビレッジ紫波

JAいわて
中央本所

シンセラホール紫波

N

▼入口

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

○生花・盛籠（各種）1,000円割引
　 ※税込21,000円以上の商品に限らせていただきます。

○祭壇貸出料20％割引
○通夜室使用料20%割引
○仏具展示品10％割引
○引き出物、返礼品10％割引

「しらゆり会員」募集中「しらゆり会員」募集中
シンセラホール紫波中央葬祭

センター

特
典 入会金

10,000円
家賃

（古物商：第211030000835号）
(株)マイタコーポレーション ☎019（697）3939

紫波郡矢巾町煙山17-78-1（古物商：第211030000835号）

1,080,000円
クボタトラクターJB13
稼働時間92時間、平成20年式

800,000円
アテックスSL610
小型特殊車両、油圧ダンプ、

積載量600kg、稼働時間587時間

中古
平成15年

　ゆいっとサロンでは、利用者の皆さんか
ら「イラストとかをチラシに入れたら人が集まっ
てくれるかな？」「タイトルを少し変えてみたいなあ」
など、チラシ作りについて相談を受けることがよくあります。
そんなときに見ていただきたいのが、ゆいっとサロンの広報誌
「ゆいナビ」。「ゆいナビ」には、活動をしている皆さんにとっ
て役立つ情報を掲載しており、今回の誌面では、チラシのタ
イトル作りのポイントを紹介しています。
　具体的には『人が集まる！行列ができる！講座、イベントの作
り方』（著書：牟田静香　出版：講談社＋α新社）から一部を
抜粋して紹介しており、思わず手に取ってくれるようなタイト
ル作りのキーワードを簡潔に紹介してあります。チラシ作りに
苦戦している人や、活動を広めようと考えている人には、ヒ
ントになること請け合いです。
　また、昨年のバックナンバーには「こんなファシリテーター
はいやだ」というタイトルで、会議や打ち合わせのスムーズ
な進行のために欠かせない内容を載せてあります。いずれも
オガールプラザ情報交流館１階の市民スタジオでご覧になれ
ますので、一度手に取ってみてください。

市民活動支援センター
ゆいっとサロン
開設・電話受付時間：午後1
時～6時（月曜日休み）
☎676-2468
ブログ：ゆいっと気まぐれ日記

ゆいっとサロン 検 索検 索

矢巾町大字又兵工新田5-67-1医療福祉多機能ビルケアセンター南昌（矢幅駅西口）
☎019-698-2015(代)  ☎019-698-3033(受付)

こずかた診療所
内科・リハビリテーション科
■診療時間平日　9:00～12:00/13:30～17:30
■受付時間平日　8:30～11:30/13:15～17:00
■休診　土曜・日曜・祝日

介護老人保健施設 博愛荘
■施設概要　在宅復帰に向けた支援を目的に、医学的管理のもとに看護・介護
及びリハビリテーション、その他日常生活のお世話をさせていただきます。
■利用対象者　65歳以上で介護保険の要介護1～5の認定を受けられた方。
※45歳以上の方は特定疾病の診断を受けなおかつ要介護1～5の方

24時間
通話無料

一般社団法人社会的包摂サポートセンター
この事業は厚生労働省社会・援護局、及び、復興庁の補助金事業です

ひとりで抱え込まずに、お電話ください。

0120-279-226
フリーダイヤル つなぐ つつむ

秘密は
守ります

「よりそいホットライン」では、 
どんなひとの、 どんな悩みにもよりそって、
一緒に解決する方法を探します

「よりそいホットライン」では、 
どんなひとの、 どんな悩みにもよりそって、
一緒に解決する方法を探します

市民活動のヒント「ゆいナビ」 元気です！！ゆいっとサロン

　

町
の
広
報
紙『
紫
波
ネ
ッ
ト
』を
２
年
間
分
つ

づ
る
こ
と
が
で
き
る「
つ
づ
り
表
紙
」に
、広
告
を

掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま

す
。こ
の
つ
づ
り
表
紙
は
、４
月
中
旬
に
町
内
全
世

帯
へ
配
布
予
定
で
す
。料
金（
税
抜
）は
、左
図
の
と

お
り
で
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■申込・問合せ
3月5日（木）まで
企画課 情報政策室
☎６７２-２１１１（内線３２３２）

『紫波ネットつづり表紙』に広告を掲載しませんか

岩手県●紫波町

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
広
報
紙

SHIWA-NET

人と地域をつなぐ広報紙

SHIWA-NET

背表紙 1万円
※裏表紙に広告掲載する人のみ掲載可

表　紙 裏表紙

裏表紙内側 表紙内側

7万円

4万円

5万5000円

3万円

６万2500円

3万
5000

円

「２０１５ 東日本大震災追悼夢灯り」開催　■日時　３月７日（土）午後４時30分～６時30分　■会場　オガールプラザ、紫波中央駅
ボランティア募集中  夢灯りの設置などのお手伝いが可能な人は、当日午後3時までに情報交流館1階にお集まりください。
■問合せ　「2015 東日本大震災追悼夢灯り」実行委員会（NPO法人紫波みらい研究所内）☎671-2244
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インターネット放送局SHIWA.ＴＶ
代表佐藤祐輔  （有）佐藤時計店

「地方創生」は地域企業活性化が実現します！
地域企業活性化は自らの情報発信が必要！

声の名刺をお作りします！
音声カタログお作りします！
音声ホームページお作りします！

声の名刺をお作りします！
音声カタログお作りします！
音声ホームページお作りします！

町内企業の
ホームページ掲載の
WEB電話帳を
ご利用ください。
http://shiwa.mobi
☎676-2838  メール info@shiwa.tv

メール会員になると、もっとお得な情報が
ゲットできます！携帯・スマホからアクセス！

古館駅

●中島歯科

至花巻 ４号線

●ローソン
加藤医院
　●

たもり
●文

相心館 ゆう美容室

〒028-3303紫波郡紫波町高水寺古屋敷６-32
TEL019-676-5825 

E-mail yu@posh.jp
OPEN8:40
CLOSE18:30

[定休日]２月１５日・１６日・２３日・３月２日・９日・１５日・１６日

感謝祭
3月8日まで
実施中

来店者に
もれなく

チョコクーポン
プレゼント

●

ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ

ゆう美容室として１年を
迎えることができました事に
心より感謝申し上げます月々1,000円～2,000円で作成！月々1,000円～2,000円で作成！

名刺、カタログ、HPのサンプルは
http://shiwa.tvでご覧ください。

　郵便はがきまたは電子メールで、①住所②氏名③年齢④電話番号⑤
答え⑥A今月号の『紫波ネット』のご感想／B特集記事についてのご要
望／広報紙に対するご意見・ご要望のいずれかをご記入の上、ご応募く
ださい。応募期限は３月6日（金）です。
〒028-3392 紫波町役場　企画課 情報政策室 「おさらいクイズ」係　
*joho@town.shiwa.iwate.jp
正解者の中から、抽選で図書カードをプレゼントします。
たくさんのご応募をお待ちしています！

●役場新庁舎、早く見学に行きた
いです。（赤沢地区・５０代）

●私は料理に興味があるので「次
世代に伝えていこう地場の食文
化」がとてもおもしろかったです。

（古館地区・１０代）

●紫波中央駅前に越してきて９年。
こんな魅力的な場所に住むことが
でき幸せです。図書館も近くて
本当に便利。オガールの街並
みも素敵です。これからのど
のように完成されるのかとて
も楽しみです！（日詰地区・４０代）

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見

ご
感
想

知
し

って分
わ

かって
おさらい
クイズ★

紫波町が発祥の地である、酒造りの
プロのことを何という？ （ヒントは4〜５ページ）🆀

　
今
年
の
消
防
出
初
式
は
１
月
４
日

で
あ
っ
た
。
日
詰
商
店
街
で
、
恒

例
の
分
列
行
進
が
堂
々
と
行
わ
れ

た
後
、
ナ
ッ
ク
ス
の
駐
車
場
で
約

３
５
０
人
の
消
防
団
、
婦
人
消
防
協

力
隊
、
紫
波
消
防
署
員
が
整
列
す
る

中
で
観
閲
を
行
っ
た
。
士
気
の
高
さ

が
充
分
に
感
じ
ら
れ
た
。

　
９
日
に
は
、
紫
波
町
交
通
指
導
隊

の
初
点
検
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
晴

天
で
あ
っ
た
が
、
寒
気
も
一
段
と
厳

し
く
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
っ
た
。
交
通
指
導
隊
員
22
人
が
整

列
す
る
中
、
服
装
、
手
帳
、
警
笛
、

車
両
を
点
検
し
た
。
交
通
指
導
隊
は

年
末
年
始
の
初
詣
の
交
通
整
理
に
始

ま
り
、
町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
春
に

は
各
学
校
に
出
向
い
て
の
交
通
安
全

教
室
を
行
っ
て
お
り
、
町
内
で
の
登

下
校
時
の
重
大
事
故
の
防
止
に
貢
献

し
て
い
る
。
交
通
事
故
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
が
、
高
齢
者
の
事
故
に
は

引
き
続
き
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
２
月
２
日
に
は
、
紫
波
町
防
犯
員

17
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。
防
犯

隊
は
毎
月
3
回
、
青
色
回
転
灯
車
両

に
よ
る
夜
間
の
広
報
活
動
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
小
学
校
の
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
や
夏
ま
つ
り
会
場
な
ど
の
見

回
り
も
行
っ
て
い
る
。
平
成
26
年

は
、
犯
罪
件
数
が
88
件
と
過
去
最
少

に
な
っ
て
い
る
。

　
町
民
の
安
全
と
安
心
の
暮
ら
し
は

こ
れ
ら
の
皆
様
の
活
動
に
支
え
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
団

員
、
隊
員
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
る
。
交
通
安
全
協

会
、
交
通
安
全
母
の
会
も
同
じ
傾
向

に
あ
る
。
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。

　
私
は
里
山
資
本
主
義
に
啓
発
さ
れ

て
、
今
冬
か
ら
薪
ス
ト
ー
ブ
を
使
っ

て
い
る
。山
里
に
暮
ら
し
て
い
る
と
、

倒
木
、
小
屋
の
廃
材
な
ど
、
質
を
問

わ
な
け
れ
ば
薪ま

き

と
な
る
も
の
は
い
く

ら
で
も
手
に
入
る
た
め
、
例
年
に
な

く
暖
か
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、
１

月
に
入
り
続
け
て
薪
ス
ト
ー
ブ
の
煙

突
の
過
熱
が
原
因
の
火
災
が
２
件
発

生
し
た
。
ま
だ
寒
さ
が
続
く
２
月
で

あ
る
。
薪
ス
ト
ー
ブ
に
限
ら
ず
、
各

家
庭
の
暖
房
器
具
を
、
今
一
度
点
検

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
ま
す
。

熊　
谷　
　
泉

町

長

メ

ッ

セ

ー

ジ
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第
10
回
紫
波
冬
ま
つ
り
は
１
月
17
日
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
周
辺
地
区
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
約
２
６
０
０
人
が
訪
れ
、
紫
波
の
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
や
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
午
前
９
時
、
一
昨
年
か
ら
同
時
開
催

し
て
い
る
雪
合
戦
大
会
で
ス
タ
ー
ト
。
時
折
激
し

い
雪
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
町
内
と
矢
巾
町
の
小
学

生
５
チ
ー
ム
が
、
磨
き
上
げ
た
投
球
技
術
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
決

勝
戦
は
２
年
連
続
王
者
の
銭
形
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

と
古
館
ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
Ａ
の
対
決
。
第
３
セ
ッ
ト

を
終
え
、
ゲ
ー
ム
は
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
点
の
得
失
点
差
で
、
銭
形
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
が

３
度
目
の
優
勝
を
手
に
し
ま
し
た
。

吹雪の中の大熱戦！雪合戦大会

笑顔の花が咲いた

講談・落語公演
　
日
が
落
ち
始
め
た
午
後
４
時
か
ら
は
、

い
よ
い
よ
夢
灯
り
点
灯
。
メ
イ
ン
会
場
の

ほ
か
、
日
詰
駅
前
、
紫
波
中
央
駅
前
、
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
、
古
館
地
区
の
高
水
寺
児

童
公
園
な
ど
で
、
町
内
20
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
に
用
意
し
た
夢
灯
り
に
火
を
と
も
し
、

温
か
い
ろ
う
そ
く
の
灯
り
や
、
テ
ー
プ
や

セ
ロ
ハ
ン
な
ど
で
色
づ
け
ら
れ
た
幻
想
的

な
光
が
会
場
を
包
み
込
ん
だ
ほ
か
、
今
年

な
ら
で
は
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

雪
像
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
は
冬
の
大
花
火
。
凛
と

し
た
冷
た
い
空
気
の
中
、
幻
想
的
な
夢
灯

り
に
囲
ま
れ
な
が
ら
間
近
で
打
ち
上
げ
ら

れ
る
光
の
花
々
に
、
来
場
者
か
ら
は
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
お
な
か
を
満
た
し
た
後
、
続
い
て
行
わ

れ
た
の
は
、
紫
波
町
観
光
ガ
イ
ド
し
ゃ
・

べ
ー
る
の
皆
さ
ん
に
よ
る
講
談
と
桂
枝
太

郎
さ
ん
の
落
語
。
な
か
な
か
見
る
機
会
の

な
い
講
談
や
落
語
と
い
う
こ
と
で
、
会
場

い
っ
ぱ
い
に
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
テ
ン
ポ

の
よ
い
軽
妙
な
語
り
口
に
、
た
く
さ
ん
の

笑
い
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
雲
の
切
れ
間
か
ら
青
空
が
の
ぞ
い
た
11
時
か
ら

は
、
大
広
間
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
。

熊
谷
町
長
や
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
が
餅
つ
き
に

参
加
し
、
つ
き
た
て
の
お
餅
が
来
場
者
に
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新

企
画
「
鍋
・
な
べ
合
戦
」
で
は
、
町
内
６
つ
の
団

体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
元
食
材
を
た
っ
ぷ
り
使
っ

た
自
慢
の
鍋
を
提
供
。
来
場
者
は
、
各
出
品
者
の

鍋
を
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、
冷
え
た
体
を
温
め
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
具
材
や

ス
ー
プ
を
堪
能
し
、
最
後
は
お
気
に
入
り
の
鍋
に

投
票
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
大

接
戦
と
な
り
、
開
票
の
結
果
、
初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
は
、あ
ぐ
り
ち
ゃ
や
の
「
牛
ぎ
ゅ
っ
と
も
ち
鍋
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

町内６店舗が出店

初企画「鍋・なべ合戦」

500もの
やさしい灯と冬花火

ともしび

JA女性部・
水分ボランティア支部
菅原 和子さん（左）
鷹木るり子さん（右）

子どもたちから繰り出されるスピード感
あふれる雪玉と、タイミングを見計らった
チームワークに会場が沸きました

子どもたちから繰り出されるスピード感
あふれる雪玉と、タイミングを見計らった
チームワークに会場が沸きました
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あ
か

紫波町には一昨年から住んでおり、四
季折々に

お祭りがあって、とてもいいなあと思い
ます。

今日はそりすべりと鍋・なべ合戦を楽し
みに来ました。

どのお鍋も具だくさんで、スープも濃厚
で

とてもおいしかったです！

荻 武士さん、実鈴ちゃん、和子さん（日詰）

みんなで陶器用粘土を使ってシェードを

作りしました。色とりどりの灯りが雪に

映えればいいなと思い、今年はＬＥＤライ
トを

使ってみました。家で飾っているときも

「ばあば、すごいね！」と孫が大喜びしてい
ます。

すてきなオリジナルお鍋を出品してくれた（左から）
紫波まちづくり企画、食道かわむら、View Garden、
天狗寿司、あぐりちゃや、星山屋の皆さん。

すてきなオリジナルお鍋を出品してくれた（左から）
紫波まちづくり企画、食道かわむら、View Garden、
天狗寿司、あぐりちゃや、星山屋の皆さん。

すてきなオリジナルお鍋を出品してくれた（左から）
紫波まちづくり企画、食道かわむら、View Garden、
天狗寿司、あぐりちゃや、星山屋の皆さん。

 紫波
冬まつり
真冬でも、おなかも心も
ぽっか

ぽか！！
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第
10
回
紫
波
冬
ま
つ
り
は
１
月
17
日
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
周
辺
地
区
を
メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
約
２
６
０
０
人
が
訪
れ
、
紫
波
の
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
や
味
覚
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
午
前
９
時
、
一
昨
年
か
ら
同
時
開
催

し
て
い
る
雪
合
戦
大
会
で
ス
タ
ー
ト
。
時
折
激
し

い
雪
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
町
内
と
矢
巾
町
の
小
学

生
５
チ
ー
ム
が
、
磨
き
上
げ
た
投
球
技
術
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
決

勝
戦
は
２
年
連
続
王
者
の
銭
形
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

と
古
館
ス
カ
イ
ヤ
ー
ズ
Ａ
の
対
決
。
第
３
セ
ッ
ト

を
終
え
、
ゲ
ー
ム
は
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
点
の
得
失
点
差
で
、
銭
形
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
が

３
度
目
の
優
勝
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手
に
し
ま
し
た
。
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落
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４
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か
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、

い
よ
い
よ
夢
灯
り
点
灯
。
メ
イ
ン
会
場
の

ほ
か
、
日
詰
駅
前
、
紫
波
中
央
駅
前
、
オ

ガ
ー
ル
プ
ラ
ザ
、
古
館
地
区
の
高
水
寺
児

童
公
園
な
ど
で
、
町
内
20
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
に
用
意
し
た
夢
灯
り
に
火
を
と
も
し
、

温
か
い
ろ
う
そ
く
の
灯
り
や
、
テ
ー
プ
や

セ
ロ
ハ
ン
な
ど
で
色
づ
け
ら
れ
た
幻
想
的

な
光
が
会
場
を
包
み
込
ん
だ
ほ
か
、
今
年

な
ら
で
は
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

雪
像
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
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　町は、皆さんの身近にある「こ
れはすごい！」「みんなに広めた
い！」という達人技や名人、職人、
趣味人など、紫波の魅力として
紹介したいと思う地域の方 （々企
業）の情報を募集しています。小
さな情報でも構いませんので、ご
連絡をお願いします。

【連絡先・問合せ】 
〒028-3392 紫波町役場 企画課 
情報政策室「紫波の達人」係
☎672-2111（内線3232）
*joho@town.shiwa.iwate.jp

　

思
わ
ず
寝
転
が
り
た
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
、
ほ
っ
と
す
る
自
然
の
香
り
―
。
昭
和
初
期

か
ら
続
く
製
畳
業
を
営
む
阿
部
た
た
み
店
の
工

房
に
は
、
い
つ
も
優
し
い
イ
グ
サ
の
香
り
が
た
だ

よって
い
ま
す
。
一
級
畳
技
能
士
と
し
て
、
お
店

の
看
板
を
支
え
て
い
る
阿
部
真
志
さ
ん
（
40
歳
）

は
、
こ
の
お
店
の
４
代
目
。「
お
客
さ
ん
に
気
持

ち
良
く
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と
い
う

思
い
を
込
め
な
が
ら
、
３
代
目
の
廣
さ
ん
と
若

手
従
業
員
２
人
と
共
に
、
日
々
、
畳
作
り
に
精

を
出
し
て
い
ま
す
。

　
畳
作
り
は
、
大
き
く
分
け
る
と
畳

た
た
み
と
こ床
作
り
と

ご
ざ
貼
り
の
２
段
階
。
専
門
業
者
で
作
ら
れ
る

こ
と
も
多
い
畳
床
も
、
阿
部
た
た
み
店
で
は
自

前
で
製
作
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
わ
ら
の
代
わ
り

に
木
質
ボ
ー
ド
を
使
用
し
た
も
の
が
主
流
で
す

が
、
昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
る
場
合
に
は
「
で

き
る
だ
け
地
元
産
の
も
の
を
」
と
大
巻
産
の
わ

ら
を
使
用
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
断
熱
材
と

わ
ら
を
重
ね
て
縫
い
合
わ
せ
た
畳
床
は
、
部
屋

の
造
り
に
合
わ
せ
て
裁
断
し
、
表
に
ご
ざ
を
縫

い
付
け
ま
す
。
ご
ざ
は
、イ
グ
サ
農
家
の
手
に
よっ

て
作
ら
れ
る
た
め
、
選
び
方
に
は
畳
屋
さ
ん
の

目
利
き
能
力
が
必
要
で
す
。「
１
本
１
本
が
長

く
、
実
の
充
実
し
た
イ
グ
サ
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
い
る
ご
ざ
が
、
目
も
締
ま
っ
て
い
て
厚
み
も

あ
り
ま
す
」
と
、阿
部
さ
ん
は
コ
ツ
を
語
り
ま
す
。

　
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
住
宅
が
広
ま
る
現
在
、
畳
の

張
り
替
え
な
ど
の
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
縁
な
し
畳
や
色
付
畳
な
ど
、
新
た
な
需

要
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。「
畳
に
は
、
空
気
の
浄

化
作
用
や
吸
放
湿
性
、
弾
力
性
な
ど
、
良
い
と

こ
ろ
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
特
性
を
知
っ
た

上
で
、
多
く
の
人
の
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
て
も
ら

い
、
畳
を
『
伝
統
』
で
は
な
く
『
日
常
』
に
あ

る
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
」
と
阿
部
さ
ん
。
所

属
し
て
い
る
県
の
畳
組
合
青
年
部
で
は
近
年
、

保
育
所
な
ど
へ
の
寄
贈
活
動
を
し
て
お
り
「
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
畳
に
触
れ
て
も
ら
い
、
日
本
の

良
い
も
の
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
す
」
と
穏
や
か
に
願
い
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

日本ならではの
安らぎ空間づくり

畳職人 阿部真志さん

素早くまっすぐに縁を取り付けていく阿部さん。１つ１つの工程をしっかりと重ねること
で、より丈夫で長く愛される畳になる。

情報求む！

あなたの身近な達人を
ご紹介ください

　　シリーズ*行
ってみよう

訪ねてみよう紫波
の達人

多様なニーズに合わせた美しい縁の数々 阿部真志さん
 （連絡先 ☎672-4111）

畳職人専用の道具の数々。それぞれの位置を切る
のに適した包丁がある。


